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第１章 授業アーカイブ 

１．授業アーカイブ 

授業アーカイブとは，行われた授業の記録とともに，授業研究に関連する情報を総合的

に記録し，管理し，保管していく手法である．授業研究は，授業分析をはじめとする授業

改善への取り組みである．授業研究をすることにより，教師の「暗黙知」の獲得が促進さ

れ，実践的な授業力の向上へとつながる．その認識を広げるため，また後世へ伝えるため

に，現代における優れた授業の授業アーカイブを行う． 

授業研究においては，授業を撮影したビデオ映像を対象に分析を行うことが重要である．

多くの授業研究では，授業ビデオから教師や学習者の発話等を文字によって表記したプロ

トコルを作成し，発話内容や行動をカテゴリーに分類し（コーディング），授業における教

師や学習者の相互作用を分析したり，教授=学習過程におけるコミュニケーションのパター

ンを見出したりする作業を行う．そのような授業分析を通して授業改善を繰り返していく

ことが重要であると同時に，長期保存を考えた授業アーカイブにおける関連教育資料を構

成することが必要である． 

 

１．教員に求められる実践的指導力 

教職の専門性とその中核をなす「実践的指導力」は，大学における養成教育→教育現場

での初任者研修→現職研修の各段階を通じて獲得され，形成される．そのうち大学におけ

る養成教育は，その位置づけと性格からみて「完成教育」ではありえず，あくまでも「準

備教育」にとどまらざるを得ない．言い換えれば，教職の専門性と「実践的指導力」は，

実際に子どもと向き合いながら教育実践を重ね，教師集団のなかで相互に授業分析をし合

うことを通じて，本格的に，そしてより豊かに形成されていくものである． 

また，学習指導要領に示された，教育のねらいである「生きる力」を育成するためには，

教科の授業を中心にして，知の側面である「確かな学力」の定着を図ることが求められて

いる．そのためには，授業を行う教師自身の授業力の向上が不可欠である．授業力の向上

には，一人ひとりが自らの授業を振り返り，課題を明らかにし，授業改善に努めることが

必要である．そのために授業分析が重要な役割を果たす． 

日本の教育現場において，授業研究は，様々な授業分析の成果を残し，研修方法として

長年注目され，発展してきた．今日においては日本の授業研究は，世界に広がっている． 

「時代の変遷とともに子どもが変わり，保護者が変わり，既存の授業方法が成立しにくく

なっている今日において，授業研究こそが，教師の実践的力量を育むために求められる研



 

 

修方法」（千々布敏弥 2005）である．  

平成 22 年 10 月，東京都教育委員会では「小学校教諭教職課程カリキュラムについて」

を発表した．その中の「東京都教育委員会が求める教師として最小限必要な資質・能力」

において，３領域「①教師の在り方に関する領域」「②各教科等における実践的な指導力に

関する領域」「③学級経営に関する領域」を示し，「到達目標」「内容」について背景や趣旨，

大学の講義，教育実習等における指導方法等を具体的に示している．この領域②（6）「授

業力向上と授業改善」において，到達目標に「授業力を構成する要素や，授業力向上のた

めの PDCA サイクルを理解し，自己の授業実践を改善できる方法を身に付けている．」が

示された．このように，実践的な指導力を身に付けるために授業研究方法の習得の必要性

が述べられている． 

現在に至るまで，多くの優れた授業者は授業研究を行ってきており，その方法も多様に

開発されてきた．これまでの授業研究は，主に音声のみや単視点の映像を基に行われてき

たものが多いが，それだけでは授業全体の様子が分からない．しかし，音声や正面からの

映像だけでなく，児童生徒の学ぶ姿を併せて授業を丸ごと記録できると，授業改善に向け

てより多くのことに気付けるはずである．このように，授業研究において重要な段階であ

る授業分析では，授業の様子を記録した音声やビデオ映像という事実を基に作業を行うこ

とが重要である．また，後世に授業の様子や優れた授業技術を伝えていくという点で授業

アーカイブの重要性を考えた．そこで，本研究では，それらの記録を何十年，何百年後の

授業研究の際にも活用していくために，授業を多視点で撮影した映像を基に，様々な授業

分析の方法を用いて授業を実際にデジタル・アーカイブし，長期保存を考えた授業アーカ

イブにおける関連教育資料の構成と総合化について研究した． 

また，授業分析を踏まえた授業改善の取組は，教員養成の段階として行うことは勿論で

あるが，大学としても授業アーカイブを組織的に行い，授業分析の課題やその成果を共有

することが重要である．いつ・どこで・誰が・どんな授業を行って，どんな特徴や効果が

あったのかを検討し，よりよい授業づくりに向けて，示唆を得られるよう授業者は努力を

重ねたい． 



 

 

図１ 授業アーカイブ 



 

 

２．授業アーカイブのための関連教育資料 

様々な授業を記録・管理・保管する授業アーカイブでは，ビデオ映像だけをアーカイブ

しても意味がない．その授業について背景等の情報が必要不可欠である．いつ・どこで・

誰が・どんな計画をし，どんな思いをもって授業を行ったのか，ということや時代背景等

の情報を知ることができると，授業を見る視点がより深まるはずである．そのためには，

その授業を記録するための関連教育資料の整備が重要になる．特に，何十年，何百年後に

も優れた授業を残していくことを考えると，それらの整理・管理された情報の存在は重要

な意味を持つ．  

授業アーカイブの大きな目的は，教師の授業力向上と授業改善である．授業を改善へと

導くためには，関連教育資料をマネジメントサイクルで構成していくことが必要である．

マネジメントサイクルとは，目的を達成するために，多元的に計画し，計画通りに実行で

きたのかを評価し，次期への行動計画へと結びつける一連の管理システムである． 

次のように，典型的なマネジメントサイクルである「ＰＤＣＡサイクル」を基本に，関

連教育資料の構成を考えた．例示したものは，アーカイブする関連教育資料として考えら

れるものである． 

 

 

図２ 授業アーカイブのための関連教育資料 
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① 計画（Ｐ）段階 

授業を行うために授業全体を組み立てる．学習指導案や板書計画などが必要となる． 

 

 例：学習指導案・板書計画・教材・テキスト・指導者に関する資料 

 

② 実施（Ｄ）段階 

授業を実施する．そして授業分析のための資料収集を行う．授業は一過性の面があり，

一見しただけでは捉えにくいものである．そこで授業の事実を捉えるために，文字化され

た記録だけでなく，メディアによる記録も収集し，分析の際に事実がはっきりと分かるよ

うにする． 

 

例：授業実践の記録（多視点映像教材・逐次言語記録）・データ化した授業活動の記録 

 

③ 評価（Ｃ）段階 

授業分析はこの段階で行われる．収集した授業記録に基づき，一つひとつの事実が持つ

意味を明らかにすることを通して，授業における課題を明らかにする．課題を明らかにす

ることで授業改善が図れるとともに，授業を行うための力量の向上が図れる．従って，授

業分析は授業研究において大切な位置を占める． 

 

例：各種分析データの記録・評価カード 

 

④ 改善（Ａ）段階 

成果と課題に基づいて具体的な改善策を考える． 

 

例：授業改善のための資料，得られた情報・改善策を活かした実践報告の記録 

 

３．関連教育資料の構成 

授業分析は授業という事実に基づいて行われるため，授業を振り返ることができる客観

的な資料を収集しておく必要がある．授業研究会では，授業者の力量が高いにもかかわら

ず，参観者に見せることを意識して，子どもの追究が甘くなってしまった授業，授業に多

数の問題がありながらも，参会者から賛辞の言葉しか挙がってこない事後研究会，参観者

の間で見解の相違がありながら，追究することなく終わってしまう事後研究会などが見ら

れることが多い．授業分析をするとき，資料を何も用意せずに，授業場面を思い出すだけ

では，主観的な分析の域を越えることはできない．授業研究においては，客観的な資料に

基づく分析が大切であり，そのなかでも逐次発言記録に基づく授業分析では，正確で客観



 

 

的な記録を集めることが重要である．授業研究は感覚的に行うのではなく，事実を基に授

業を見つめ直すことができるとより充実したものとなる． 

授業分析のための基礎資料としては次のものがある． 

 

（１）授業者による授業評価記録 

図３のように，分析しようとする授業について，あらかじめ設定した観点に基づいて授

業者自身が評価を行うものである．また，日々取り組まれている授業においても振り返り

を行うことで，その蓄積した記録も大切な資料となる． 



 

 

 

図３ 授業評価シート 

【授業者用】              授業評価シート 

     実施日：平成   年  月  日（  ） 

   年  組  校時 

授業者： 

 

教科：              学習単元（題材）：「                」 

＜ねらい、指導上の留意点＞ 

 

 

 

 

４（そう思う）→３（ややそう思う）→２（あまり思わない）→１（思わない） 

 

＜自由記述＞  授業の良かった点や改善が望まれる点について 

 

項目 No. 評価項目 評価状況 No. 

授業の準備・

教材の工夫 

1 児童の理解度に応じた教材（資料・プリント）を工夫した。 ４ ３ ２ １ 1 

2 予想される反応を考え、それに対応した手だてを準備した。 ４ ３ ２ １ 2 

授業の充実 3 基礎的な知識・技能の確実な定着が図れる学習活動を展開した。 ４ ３ ２ １ 3 

4 児童の学習意欲を喚起する学習活動を展開した。 ４ ３ ２ １ 4 

授業の進め方 

 

5 授業の最初に、本時のねらいを示し、授業の最後に本時の内容を確

認した。 

４ ３ ２ １ 5 

6 学習活動を把握し、理解度に応じた授業の進め方ができた。 ４ ３ ２ １ 6 

7 児童の発言や発表など、児童自らが考えた内容を取り上げた授業が

できた。 

４ ３ ２ １ 7 

児童主体の授

業の工夫 

8 児童一人ひとりが積極的に授業に参加できる場面が用意できた。 ４ ３ ２ １ 8 

9 自ら考えたり、自ら取り組んだりする主体的な学習活動の場を設定

した。 

４ ３ ２ １ 9 

説明の 

分かりやすさ 

10 児童の理解度に応じた説明や指示をした。 ４ ３ ２ １ 10 

11 端的でポイントを押さえた説明をした。 ４ ３ ２ １ 11 

12 学習の流れや関連、ポイントがよく分かるようにした。 ４ ３ ２ １ 12 

児童への 

接し方 

 

13 良い点をほめるなど、学習意欲の向上につながる対応に取り組んだ。 ４ ３ ２ １ 13 

14 机間指導で一人ひとりの学習状況の把握に努めるとともに、支援に

取り組んだ。 

４ ３ ２ １ 14 

児童の 

学習状況 

15 児童は内容を理解しようと取り組んでいた。 ４ ３ ２ １ 15 

16 児童は自分自身で考えるようにしていた。 ４ ３ ２ １ 16 

17 児童の取り組みの様子から、内容をおおむね理解したと捉えられる。 ４ ３ ２ １ 17 



 

 

（２）授業評価記録 

授業者自身の自己評価と同様に，図４のように示したような項目の観点などに基づいて，

児童や授業参観者から評価を受ける授業評価記録を取ることが必要となる． 

 

図４ 児童・生徒による授業評価項目の例 

 

（３）多視点授業映像記録 

ＨＤビデオを使って授業を記録するものである．音声とともに教師や児童の様子を映像

で再現できるところに音声記録との明らかな違いがある．特に，本学では，デジタル・ア

ーカイブ手法を活用した多視点授業映像記録を行っている．図５のような多視点授業映像

では，従来の単視点映像に比べて，児童生徒の様子がよくわかり，授業分析するための記

録として重要な役割をもつ．ビデオ記録を活用した授業リフレクションについては，藤岡

（1998）が，「授業リフレクションを通じ，教師は子どもの見方を再構築し，さらには自分

自身についての見方も再構築していくことができる」と述べている． 

 

 

観点 評価項目 

授業の進め方 

 

今日の学習の「ねらい（目標）」に対する説明があった． 

クラス全体の学習状況に応じて進められる授業だった． 

発言や発表など，生徒自らが考えた内容を取り上げてくれる授業だった． 

授業の工夫 一人ひとりが積極的に参加できる授業だった． 

自ら考えたり，自ら取り組んだりできる授業だった． 

説明の分かりや

すさ 

理解度に応じた説明や指示があった． 

端的でポイントを押さえた説明があった． 

学習の流れや関連，ポイントがよく分かる板書だった． 

先生が用意した教材・教具は学習に役立った． 

接し方 良い点をほめてくれるなど，認めてくれた． 

授業の中で一人ひとりの状況に応じたアドバイスをしてくれた． 

自己 

学習状況 

内容を理解しようと取り組んだ． 

自分自身で考えるようにした． 

予習して授業に臨んでいた． 

復習して授業に臨んでいた． 



 

 

 

図５ 多視点授業映像記録 

 

（４）授業者インタビュー 

 授業を撮影した後に，授業担当者と授業を参観した学生によるインタビューを行い(オー

ラル・ヒストリー)その様子を撮影する． 

インタビュー実施には，授業で何が起こったのか理解を深めることや授業に関する様々

な見方・考え方を交流し深めることなどの目的があり，授業に対してより深い理解を得る

ことができる．ただし，授業担当者へのインタビューでは，教師が授業中の各場面で何を

考えていたか正確に記憶しているとは考えにくく，インタビュー内容が必ずしも授業中の

教師の思考を正確に反映しているわけではない，という問題点もある．それでも教師の思

考については本人に尋ねる以外ない．教師にインタビューしつつ，授業中の教師の態度と

の整合性を検討するなどして，教師の授業デザインの思考を明らかにしていくことが重要

となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 授業者インタビューの様子 



 

 

（５）参観者による観察記録 

授業の参観者が，見聞きしながら直に記録するものである．図７のように，あらかじめ

作成されている用紙に記録する．多視点映像記録では分からない，授業全体の雰囲気や授

業者の問いかけに対する児童の表情などの非言語活動も捉えることができる． 

 

図７ 参観者の観察記録 



 

 

２．授業分析 

１．授業分析資料の構成 

授業分析は，授業改善を行うために，学習指導案，速記録，逐語記録，授業評価記録，

多視点授業映像記録等を基にして行う必要がある． 

授業分析は，教科や学年などのグループまたは学校全体で取り組むことが多いが，参観

者の経験則にしたがって授業を参観，分析するだけではよりよい授業分析にはならない．

特に，授業経験のない学生が，より客観的な授業分析を行うためには，資料に基づいた授

業の分析が大切になる． 

資料に基づく授業分析を行うためには，学習指導案，授業評価記録の結果など文字化さ

れた資料が重要になる．それと共に，授業者や学習者の非言語活動（文字化された資料で

は読み取ることができない活動）を読み取るために，授業中における授業者や学習者の様

子を収録したビデオ記録を用意し，併用しながら分析に臨むことが重要である． 

 

２．授業分析の種類 

授業分析は，分析の仕方によって，量的分析と質的分析の二つに分けることができる． 

 

（１）量的な分析 

量的分析とは，教授活動や学習活動をいくつかのカテゴリーに分類し，それらのカテゴ

リーの出現頻度を分析するものである．量的分析では，あらかじめ設定された分析の「ね

らい」を基に授業中の事象を分類することから，授業改善に向け客観的な示唆を得ること

ができ，授業の全体像をつかむことができる． 

 

（２）質的な分析 

質的分析では，授業中の授業者と学習者の発言や動作などの記述や記録に基づいて分析

が行われる．このことにより，授業改善へ向けて，より実際的な示唆を得ることができる． 

・ 授業者，学習者の行動項目を設定し，それを数量化（項目別の出現頻度･割合など）

する． 

・ 持続時間，頻度，度数に焦点を当てる． 

・ 集団全体を焦点化する． 

・ 統計量に基づくものである． 



 

 

 

３．授業分析とその方法 

以下に分析方法として量的分析の例を挙げる．量的分析では，いずれの分析方法を行う

にあたっても，教師と学習者の言動を対象に分析を行っていくため，逐次発言記録が必要

になる．参観しながら記録（速記録）していくことは経験が問われ，難しい．したがって，

映像を基にして取った逐次発言記録が，あらゆる分析方法において重要な資料になる． 

 

（１）教師と児童の行動分析 

評価対象となる場面をあらかじめ設定し，授業観察やビデオの視聴から，チェックシー

トにある場面の出現状況の頻度を，一定時間（本例示では５秒間）ごとに区切って，時間

の経過ごとにシートに記入して分析するものである．例示したものは教師の活動場面とし

て｢説明｣，｢指示｣，｢確認｣，｢発問｣，｢板書｣，｢支援｣，｢その他｣の７つの場面を，児童の

活動場面として｢思考｣，｢発表｣，｢発問への応答｣，｢自主的な質問｣，｢その他｣の５つの場

面を設定し，図８のように授業においてどの活動場面が見られたのかを把握するために記

録したものである． 

 

手順 ①映像記録，逐次発言記録を用意する．逐次発言記録は５秒ごとに区切る． 

②カテゴリー・システムを設定する． 

③カテゴリー分けをする． 

（→あらかじめ設定したカテゴリー・システムに当てはまらなければ，再編する．） 

④表にチェックを入れる． 

⑤各カテゴリーにおける回数や分布の様子を見て，教授活動や学習活動における特

徴を分析する． 

・ 授業事象･現象をありのまま記述・描写し，教師の意図や指導の手立てを比較する． 

・ 発言内容，活動内容のカテゴリー化や順序性に焦点を当てる． 

・ 個人を焦点化する． 

・ 記述や記録に基づくものである． 



 

 

 

図８ 教師と児童の行動分析 

＜分析方法の特徴＞ 

・観察した授業において，教師の活動と生徒の活動にどのような場面が多く見られたのか，

見られなかったのかを客観的に見ることができる． 

・授業の経過時間に伴って，それぞれの活動場面がどのように推移していくのかも見るこ

とができる． 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

説明場面 指示場面 確認場面 発問場面 板書場面 支援場面
その他の

場面
思考場面 発表場面

発問への応

答場面

自主的な質

問場面

その他の

場面

0 0 1
5 1 1

10 1 1
15 1 1
20 1 1
25 1 1
30 1 1
35 1 1
40 1 1
45 1 1
50 1 1
55 1 1

1 0 1 1
5 1 1

10 1 1
15 1 1
20 1 1
25 1 1
30 1 1

教師の活動 児童の活動

場面/

経過時間



 

 

（２）Ｓ－Ｔ授業分析 

Ｓ－Ｔ授業分析は授業中に出現する児童〔Ｓ〕の行動（言語活動，非言語活動）と教師

〔Ｔ〕の行動（言語活動，非言語活動）の二つのカテゴリーだけに限定し，主体者になる

立場に着目して，図９のように授業中の児童と教師との行動関係がどのように現れている

かを分析するものである． 

 

手順 ①映像記録，逐次発言記録を用意する． 

   ②３０秒ごとに授業の主体者は児童〔S〕なのか教師〔T〕なのか，表に記入する． 

   ③折れ線グラフ（縦軸：児童〔S〕横軸：教師〔T〕）を作成する． 

   ④授業の主体者に着目し，活動の主体の傾向を分析する． 

 

 

図９ Ｓ－Ｔ授業分析 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00 4:30 5:00

T T T T T T T T T T

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
5:30 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00

T T T S S S S S S S

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00

S S

1
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2
S S S S T S

  S        S
S S

S(分)

S-Tグラフ

5

10

15

20

25

30

10 15 20 25 350 5

35

原点（始点） T（分）
30



 

 

＜分析方法の特徴＞ 

・児童〔S〕，教師〔T〕それぞれの主体となった行動を累積した折れ線グラフで表す． 

・授業の主体を数値化することにより，授業のパターンを見出せる． 

・児童と教師だけでなく，児童同士の関わりを見ることができる． 

・上記のグラフは，教師の働きかけによる児童主体の授業であったという特徴を証明して

いる． 

 

・講義型授業にみられるパターン        ・対話型授業にみられるパターン 

 

・演習型授業にみられるパターン        ・指導型授業にみられるパターン 

 

 

図１０ Ｓ－Ｔグラフのパターン 

○教師の行動場面 

解説，説明，音読，模範演技，教師実験，板書，教材提示，発問，指名，評価 

○児童の行動場面 

 思考・表現，発表，実験・実習，演技，作業 

 

※例に示した表において，13:00～14:00 は，Ｓ（児童）が主体であるが，異なる児童が主体となっている

ことを示すため，線を引いて区別してある．同様の場面があるときには，このように記入する． 

S

T

S

T

S

T



 

 

（３）コミュニケーション分析 

フランダースの授業分析といわれる量的分析の代表的なもので，1970 年代にフランダー

ス(Flanders)によって考案された分析法である．図１０のように授業の流れを，５秒ごとに

区切り先の発言と後の発言を表の分析カテゴリーで分類して授業の雰囲気を明らかにする

ものである． 

フランダースの分析手法は，教師と生徒の相互作用を言語活動に限定して分析をかける

ものである．コミュニケーションの方法は大きく分けて，言語と非言語によるものがある

が，あえて言語に焦点を当てたのは，それが相互作用を代表する適切なサンプルと考えた

からである． 

彼の分析カテゴリーは，主に教師の活動，生徒の活動，沈黙・混乱の３分野に分けられ

た．そして教師の活動，生徒の活動とも細分化される．教師の活動は生徒の活動に対して

多くのカテゴリーに分けられたが，それは教室での活動は，やはり教師が影響を与えるこ

とが多いと考えられたからである．その教師の影響には，間接的影響と直接的影響とがあ

る．間接的影響とは，生徒を支持し，その発言の自由を拡張しようとするものであるのに

対し，直接的影響は生徒の発言の自由を限定し，教師の側で学習活動をコントロールしよ

うとするものである． 

その後，どこまでを間接的影響，直接的影響と見るかについて，カテゴリーは変化して

いく．大きく分けると，間接的影響に分類されていたものを「応答」にしたり，直接的影

響に分類されていたものを「自発」としたりしている． 

フランダースのカテゴリー分類は，フランダース自身，微妙な変化を重ねているが，他

の研究者の間でも盛んに研究された．アミドンとハンター（1966）は，フランダースの相

互作用分析カテゴリー・システム（FIACS）を改良し，VICS を開発した．今回のコミュニ

ケーション分析は，そのカテゴリー・システムを応用し，本学で作成したカテゴリー・シ

ステムを用いて行った． 

 

手順 ①映像記録，逐次発言記録を用意する．逐次発言記録は５秒ごとに区切る． 

②カテゴリー・システムを設定する． 

③５秒ごとの言語活動をカテゴリー分けをする． 

（→あらかじめ設定したカテゴリー・システムに当てはまらなければ，再編する．） 

④映像記録を視聴し，T（教師）と S（児童）それぞれの欄に，カテゴリーの記号を

記入する．（S は，児童全体と児童発言者に分けてある．） 

⑤先の発言と後の発言の主となるものを取り出し，組み合わせる．（※図１３参照） 

⑥出現率（％）に換算し，マトリックス表を作成する．先の発言を縦軸に，後の発

言を横軸に置く． 

⑦マトリックス表から各領域の特徴と照らし合わせ，教授活動や学習活動における

特徴を分析する． 



 

 

 

 

図１１ 活動原簿表 

 

図１２ 分析のためのカテゴリー 

　　　活　動　原　簿　表

教　材　　　　　第6学年　道徳　　尊敬・感謝　『おじいさんのあたたかな目』　　　　　　　　　　 ２０１０年　１月　２６日

　時　分 秒 T(教師) S（児童） S（児童　発） 行動記録メモ 行動記録メモ

0 0 2 9a
「はい、始めましょう。ちょっとそこ机しっかり下げて」児童の机に近
づく

5 1 ７ｄ 机を整える　「今日は教室がきれいだよね、みんな」 机を直す　笑う

10 5a ７ｄ 「いつもと同じで」 「今日は」笑う　 黒板を見る

15 2 9a 「はいじゃあ、えー道徳の勉強を始めます」 先生の動きや黒板を見る

20 1 9a 「今日の資料の名前は」　板書をする 同様

25 1 9a 板書をする 同様

30 1 9a 「はい、一回読んでください」 同様

35 5b 7a 「はい」 「おじいさんのあたたかな目」

40 1 7c 「えー、今日の主人公は『ぼく』です」　紙を貼りながら 笑う

45 3 7a 「名前は、読めるかな、みんな」 「裕二」

50 1 7a 「あ、裕二くんです。いいですか」 「はい」

55 3 7a 「で、後は、読めるかな。おじいさん」　紙を貼る 「読めるー」

1 0 1 7a
「おじいさんも出てきます。いいですか」　「はいじゃあ、資料配りま
す」

「はい」

5 5a 9a 11a ②「あ、うん。そうそう。」 ①Ｓ１「『ぼく』と『裕二』は同一人物？」

10 1 9a
「えーとね、資料は僕しか、『僕は』ってなってるんだけど、『僕』の名
前は裕二君だから」

話を聴く

15 3 7a 「いいですか」　「同一人物」 「はい」

20 1 12 プリントを配る　「はい」

25 1 12 同様

30 1 12 声色を変えながら 「どうぞ」

カテゴリー・システム

５a アイデア
５b 行動
５c 感情
５ｄ 視聴
６a アイデア
６b 行動
６c 感情

７a 予測可能
７b 予測不能
７c 対　児童
７ｄ 感情
８a 個人
８b グループ
９a 対　教師
９b 対　児童
１０a 対　教師
１０b 対　児童
１１a 対　個
１１b 対　全体

自発
児童の始め

た会話 　１１　発言

応答

児
童
の
反
応

その他
　Z　無関係

対　教師

　９　視聴

　１０　拒否

　８　活動

　７　反応

　１２　沈黙

応答

　１　提示
　２　指示
　３　せまい質問
　４　広い質問

自発
教
師
の

始
め
た

会
話

教
師
の
反
応

　５　受容

　６　拒否



 

 

 

図１３ 先の発言と後の発言の組み合わせ方について（⑤） 

 

 

図１４ マトリックス表 

 

＜分析方法の特徴＞ 

・授業中の生徒と教師との言語活動関係がどのように現れているかが分かる． 

・分析はマトリックス表を見て，頻度の高い升目に着目して解釈を加えたり，教師の発 

言率や生徒の発言率から解釈を加えたりする． 

2
Ｔ 00秒　… 2 2 1

Ｔ 05秒　… 1 1 ７ｄ
Ｔ ・ ７ｄ ７ｄ 5a
Ｔ ・ 5a 5a ７ｄ
Ｔ ・ ７ｄ ７ｄ 2
Ｔ 2 2 1
Ｔ 1 1 1

S 1 1 1
Ｔ 1 1 1

1 1 7a
Ｔ 7a 7a 1
Ｔ 1 1 7c
Ｔ 7c 7c 3

S発 3 3 7a
Ｔ 7a 7a 1
Ｔ 1 1

❷主体者による言語活動が連続
するようにカテゴリーの記号を取り
だして並べる

❶言語活動の主体
者を挙げる

主体者

❸後の発言として１
マスずらしたものを
隣へ付ける

←❹最初と最後の飛び出すも
のは除いて、クロス表を作る

 コミュニケーション分析

1 2 3 4 5a 5b 5c 5d 6a 6b 7a 7b 7c ７ｄ 8a 8b 9a 9b 10 11a １１b 12 Z 総計

1 62 2 4 4 1 3 1 1 3 1 1 83
2 4 5 1 1 1 1 1 13 1 28
3 2 1 3 3 6 1 1 17
4 1 4 1 1 1 1 4 3 1 17

5a 2 1 1 1 1 2 1 9
5b 1 1
5c 1 1 2
5d 1 1
6a 0
6b 1 1

7a 6 2 3 1 12
7b 1 1 2
7c 2 1 1 7 14 25
７ｄ 1 1 1 1 4
8a 2 1 51 1 1 56
8b 1 67 68
9a 0
9b 1 1 2

10 0
11a 1 9 1 2 1 14 6 2 1 37
１１b 2 1 1 1 3 1 24 10 176 1 220

12 1 1 1 3 4 10
Z 1 1 2
総計 83 28 17 17 9 1 2 1 0 1 12 2 25 4 56 68 0 2 0 37 220 10 2 597

先
の
発
言

後の発言



 

 

（４）ジェスチャーの表出からみた分析 

非言語的行動（ノンバーバル）とは，言葉に付随して，あるいは言葉に先立って表出さ

れる身体の動きによるメッセージである．図１５のように非言語活動の一つであるジェス

チャーの表出を調べることで授業におけるジェスチャーの効果を分析するものである．  

 

手順 ①映像記録，逐次発言記録を用意する． 

②カテゴリー・システムを設定する． 

③多視点映像の教師のジェスチャーを見て，それぞれのカテゴリーに５分ごとにカ

ウントする． 

④出現率（％）で表す． 

 

 

図１５ チェックシート 

＜分析方法の特徴＞ 

・授業の中で教師がどんなジェスチャーを示しているのか調査することができる． 

 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 総数 ％

// / / / /

6 6.1

// /// / /// /// // /

2 3 1 3 3 2 1 15 15.3

/ /

1 1 2 2

/// // / / /

3 2 1 1 1 8 8.1

/////// // /// / /

7 2 3 1 1 14 14.2

//// ////// ////// /////// ////// /// ///// // ///

4 6 6 7 6 3 5 2 3 42 42.8

/ // / // / //

1 2 1 2 1 2 9 9.1

/ /

1 1 2 2

12 6 9 13 16 12 10 9 2 9 98

12.2 6.1 9.1 13.2 16.3 12.2 10.2 9.1 2 9.1

その他の動作

総数

％

同意動作 児童の意見に同意する動作

思考動作 教師の考えている動作

実演・資料
説明動作

実物・資料の提示やそれらを
使った説明をする

黒板 説明
動作

板書の一部を指し示す

数字動作 数を示したり、数えたりする

強調動作
語句や文節を強めたり、聞き手
に同意や確認を求めたりする

指示動作 眼前にある物あるいは人を指す

様態動作 人や物のようすを表す

ジェスチャー動作のカテゴリー

模倣動作 人や物の動きや形を模倣する



 

 

４．多視点映像記録 

多視点映像とは，撮影対象を多数のカメラで同時に撮影した映像データである． 

従来の単視点のみの撮影による映像記録では，授業中の教師と学習者双方の様子を全体

的に見ることは難しい．撮影者の意図が反映され，多様な視点を必要とする授業分析にお

いては，不十分な点も多い．また，実際に授業の現場で観察を行った場合と比べると，臨

場感に欠け，視野も狭いため，限られた対象しか分析できない．また，授業展開において

確かめたい部分があるときに，その対象の映像が記録されていない場合も多くある．その

ため，複数のビデオカメラを設置してより多くの角度から映像を記録しておく必要性が生

じる．多視点映像記録は，より広い視野による観察・分析を可能にすると考えられる．実

際に授業を参観する際には，参観者はその時その一か所にしかいられないが，多視点映像

記録によって，自分がいられなかった場所の様子を知ることができ，見られなかったポイ

ントを観察できるようになる． 

そこで本研究では，５つの視点による多視点同時撮影で映像記録を行った．教室の四隅

に各１台ずつ設置し，主に児童の姿を記録するカメラ（固定）と教師を追うカメラの計５

台のカメラを設置した．授業においては教授者と学習者の関係が重要であり，授業分析を

行うには，教師と児童の様子をどちらも網羅的に記録できる，この５つの視点が最低限必

要になると考えたためである．この時，撮影の仕方で留意すべき事項を以下に示した． 

 

 

図１６ 多視点映像記録 

①４台のカメラの高さを統一する．高さは，なるべく児童の目線に近い位置で設定すると

よい．子どもからみた目線で授業を捉えることができる． 

 

②中心からの距離と画角の大きさを４台のカメラで統一する．カメラは，教室のすべての

範囲が入るように，同心円周上の（中心からの距離が同じ）位置に設置する．位置決め



 

 

は，微妙な調整を必要とし容易なことではないため，事前に机の配置や中心となる場所

など教室の環境を確認しておくとよい．  

 

③撮影開始の瞬間を合わせる．多視点で同時撮影を行うとき，開始点となる音を入れるな

ど合図をして，映像が同時に進行していくようにする． 

 

④カメラの高さ，位置等を記録した設計図を残しておく． 

 

教師を追うカメラによる映像は，教師がどんな意図で授業を行い，どんな表情で子ども

と接していたのか，捉える資料となるため重要である．分析の際，逐語発言記録の教師の

部分は，このカメラの記録を基にすると取りやすい．教師には，別でマイクをつけてもら

うなど，音声をクリアに記録しておくことが必要である． 

 

 

 

 

 

 

カメラの 

高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１７ 多視点同時撮影の配置図 

黒板 

 

 

   … 

…児童 
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     ↓教師カメラ 

 

 



 

 

【多視点映像記録】 

多視点映像は，多方向からの映像を，動画処理ソフトを利用し，１画面に纏めたもので

ある．児童の様子や，授業の全体を見渡すことができ，授業分析をする場合には有効な映

像である．しかし，４画面の同期をとることが必要になることが工夫を要する． 

 



 

 

５．授業アーカイブによる授業分析 

 ここでは，小学校６年生の「道徳」の授業記録（ＤＶＤ）と関連資料（１）～（４）を

参考にしながら，実際に授業分析を行ってみましょう． 

＜授業の概要＞  

 

 

 

 

＜関連資料＞ 

（１）資料 

 

授業科目：道徳 

主題：２－（５）尊敬・感謝  資料：「おじいさんのあたたかな目」学習研究社（引用） 

対象：小学校６年生 



 

 

（２）指導案 



 

 

（３）授業アーカイブ映像記録【教師カメラ映像記録】 （２０秒ごと） 



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 

（４）コミュニケーション分析記録表 

         
教 材     第 6学年 道徳  尊敬・感謝 

 『おじいさんのあたたかな目』  2010 年 1 月 26 日   

    

         

 時 

分 
秒 

T(先

生) 

S（児

童） 

S（児

童 

発） 

行動記録メモ（T） 行動記録メモ（S） 主体者 

0 0       

「はい，始めましょう．ちょ

っとそこ机しっかり下げて」

児童の机に近づく 

      

  5       
机を整える 「今日は教室が

きれいだよね，みんな」  
机を直す 笑う     

  10       「いつもと同じで」 
「今日は」笑う  黒板を

見る 
    

  15       
「はいじゃあ，えー道徳の勉

強を始めます」  
先生の動きや黒板を見る     

  20       
「今日の資料の名前は」 板

書をする 
同様     

  25       板書をする 同様     

  30       「はい，一回読んでください」 同様     

  35       「はい」 
「おじいさんのあたたか

な目」  
    

  40       
「えー，今日の主人公は『ぼ

く』です」 紙を貼りながら  
笑う     

  45       
「名前は，読めるかな，みん

な」   
「裕二」     

  50       
「あ，裕二くんです．いいで

すか」  
「はい」     

  55       
「で，後は，読めるかな．お

じいさん」 紙を貼る  
「読めるー」     

1 0       

「おじいさんも出てきます．

いいですか」 「はいじゃあ，

資料配ります」 

「はい」      



 

 

  5       ②「あ，うん．そうそう．」 
①Ｓ１「『ぼく』と『裕

二』は同一人物？」 
    

  10       

「えーとね，資料は僕しか，

『僕は』ってなってるんだけ

ど，『僕』の名前は裕二君だ

から」  

話を聴く     

  15       「いいですか」 「同一人物」 「はい」      

  20       プリントを配る 「はい」       

  25       同様       

  30 
 

    声色を変えながら 「どうぞ」       

  35       同様 
配られた児童から読み始

め線を引く 
    

  40       「どうぞ」 一同笑う Ｓ２「ありがとう」      

  45       準備  各自読む     

  50       同様       

  55       同様       

2 0       同様       

  5       同様       

  10       「いいですか」  「はい」     

  15       

「いつもと一緒」 紙を貼る 

「分かるな，すごいな，どう

してだろう，ね，この気持ち

をみんなで考えたいと言うと

ころに線を引っ張ってくださ

い」 

      

  20       「はい」     

  25       「はいじゃあ，読むよ」  
先生の音読に合わせて追

う 
    

  30       資料を読む        

  35       同様       

  40       同様       

  45       同様       

  50       
「ね，おじいさん」と言いな

がら挿絵を張る 
      

  55       「あいさつ代わりのように」       

3 0       板書をする  板書を見る     



 

 

  5       
「しょっちゅう話しかけてく

る」 「はい，続けます」 
      

  10       
資料を読む 資料の台詞のと

き児童を見る  
資料を見ながら線を引く     

  15       同様       

  20       同様       

  25       同様       

  30       同様       

  35       同様       

  40       同様       

  45       同様       

  50       同様       

  55       
「湯山っていう地名ね，みん

な」  
頷く     

4 0       資料を読む       

  5       同様       

  10       同様       

  15       同様       

  20       同様       

  25       同様       

  30       同様       

  35       同様       

  40       同様       

  45       同様       

  50       同様       

  55       同様       

5 0       同様       

  5       同様       

  10       同様       

  15       同様       

  20       同様       

  25       同様       

  30       同様       

  35       同様       

  40       同様       



 

 

  45       同様       

  50       同様       

  55       同様       

6 0       同様       

  5       同様       

  10       同様       

  15       読み終える       

  20       準備 
顔を上げ隣同士で意見交

流をする 
    

  25       同様       

  30       時計をチェックする        

  35       机間指導       

  40       同様       

  45       同様       

  50       児童 2人の話を聴き頷く       

  55       同様       

7 0       

「いいところ挙げたね．みん

なにまた教えてあげて」 赤

ペンで線を引く 

      

  5       同様       

  10       同様       

  15       同様       

  20       児童の意見を聴く       

  25       相づちをうつ       

  30       
「ごめんね，Ｓ３さんどうし

てここに引っ張ったの」 
      

  35       

「うん，あー，そうだね．み

んなに是非教えてあげて，

ね．」 

      

  40       同様       

  45       隣の児童の資料に線を引く       

  50       「        やね！」       

  55       別の児童のところへ       

8 0       同様       

  5       「うん，あー，」聴きながら       



 

 

赤ペンを入れる 

  10       同様       

  15       

「そんなん思えたんやね．Ｓ

４さん，どうしてここは引っ

張ったんですか」 

      

  20       相づちをうつ       

  25       時計を確認する       

  30       
「是非みんなに教えてあげ

て」 
      

  35       移動       

  40       同様       

  45       同様       

  50       1 人 1 人のを次々に見ていく       

  55       同様       

9 0       同様       

  5       同様       

  10       「ここ何で線引っ張ったの」       

  15       笑み        

  20       話を聴く       

  25       

「考えたいってこと，みんな

で？うん，そうか．わかった，

よし」 

      

  30       「ちょっと見せて」       

  35       
「Ｓ５さん，何でここ引っ張

った？」 
      

  40         答える     

  45       同様       

  50       同様       

  55       同様       

10 0       同様       

  5       同様       

  10       同様       

  15       
「ああそうか，てみようと思

ったんやね．よしオッケー」 
      

  20       移動       



 

 

  25       移動       

  30       
「ちょっと見せて．はっとし

たんやね」 二重丸を付ける 
      

  35       移動       

  40       移動       

  45       
「あー，ここ考えたいんやね，

みんなで．よし」 
      

  50       「みんなに教えてあげて」       

  55       赤丸を付ける       

11 0       同様       

  5       同様       

  10       「みんなで考えたいんやね」       

  15       
「ここみんなで考えたいの」 

「ここ？」  
「はい」     

  20       
「じゃあ，みんなにここ教え

てあげて」 
      

  25       同様に机間指導       

  30       同様       

  35       同様       

  40       準備する       

  45       挿絵を貼る       

  50       同様       

  55       時計を確認する       

12 0       

「はいじゃあね，途中かもし

れないけども前向いてくださ

い．では」  

話し合いを止め，前を向

く 
    

  5       

「えー，最初の感想ちょっと

教えてください」 手を挙げ

ながら 

      

  10       「どうですか」  手を挙げる「はい」     

  15       
「はいではえー，Ｓ６さん教

えてください」  

話す児童の方を向き話を

聴く 
    

  20         

S 発「えっと私は，一行

目の『○○の中で無視し

てしまった』というとこ

    



 

 

ろで，・・・」 S「うん」 

発言に反応し資料を目で

追う  

  25       紙を貼る  S 発「えっと私もなんか

お母さんとかに，うんと，

沢山言われたりするんだ

けど，その時に自分がむ

しゃくしゃしていたら，

えっとやっぱり，そんな

こと言われなくても分か

ってるよって思ってしま

って，無視することがよ

くあるから」  

    

  30             

  35             

  40             

  45             

  50             

  55         「うん」      

13 0       板書をする  

S 発「裕二さんみたいに，

その立場になっていたら

私も，そんなこと言わな

くてもと思ってしまっ

て，無視してしまうと思

いました．」  

    

  5       相づちを打つ 「う～ん」     

  10         「他に」挙手をする     

  15       「はいじゃあ，Ｓ７さん」  S 発「7行目の『ちぇっ小

さな親切大きなお世話

だ』ってとこに線を引い

て」 S「うん」 S 発「こ

れは裕二さんが心の中で

しゃべって心の中で思っ

ていることが分かるよ

ね．それで，『ちぇ』っ

てことは，前にもむしゃ

くしゃしていたってこと

で，何かちょっと苛つい

ていて，その後に『小さ

な親切大きなお世話だ』

はなんか，ちょっとそれ

    

  20             

  25       しゃがんで話を聴く     

  30             

  35       板書をする     

  40             

  45             

  50             



 

 

以外の気持ちも入ってい

ると思うので，みんなと

ちょっと話し合いたいで

す．」 S「うん」 

  55         「う～ん」     

14 0       相づちをうつ 紙を貼り直す  「他に」挙手をする     

  5       
「はいじゃあ，Ｓ３さん教え

て」 

S 発「はい私は，17 行目

の『ぼくは，はっとした』

というところに線を引い

て」 

    

  10         

S「うん」 S 発「私がこ

の裕二さんだったら，え

っと何かどうしようって

思うし，心の中で『ちぇ

っ小さな親切大きなお世

話だ』って言ってしまっ

たことをどうしようって

思うから，そこをみんな

で話し合いたいです． 

    

  15       紙を貼る     

  20             

  25       相づちをうつ （一同）「うん」     

  30       板書をする 「他に」挙手をする     

  35       
「えーっとでは，Ｓ８さん教

えて」 

S 発「はい．えーと私は

最後の行の『幸せな気持

ちになった』というとこ

ろに線を引いて」 

    

  40         
S「うん」 S 発「私はそ

の子の，裕二さん，幸せ

な気持ちになるのは何と

なく分かるんだけど」  

    

  45             

  50       板書を確認する (一部)「うん」     

  55         

S 発「その詳しい理由み

たいのがちゃんと分から

ないので，みんなでそこ

を話し合いたいです．」 

    

15 0       相づちをうつ 
(一同)「うん」   「他

に」挙手をする 
    



 

 

  5       
「よし」 紙を貼る 「はい，

えーっと，Ｓ５さん」 
S 発「はい．えっと私は

23 行目のところで」 

    

  10             

  15         
S「うん」 S発「『情け

なく思えて仕方がなかっ

た』ていうところに線を

引きました．」  

    

  20             

  25         

S「うんうん」 S 発「え

っと最初の行を振り返っ

てみると，やっぱなんか，

自転車って言うのは速い

から，頭の中の心の整理

ができないじゃないです

か」 

    

  30       紙を貼り直す     

  35       笑う S「うん」 S 発「だから，

もうあの，自分の感情で

コントロールされている

からあの，『ちぇっ』て

何かそういう無視してし

まったと思って，なんか，

えっと，なんか『仕方な

く思えて仕方がなかっ

た』ていうのはやっぱり，

無視したことにも，自分

の情けないっていうか，

自分の感情のままにコン

トロールして，えっと，

なんか，相手の考えを，

あ，相手の気持ちを考え

ずに言ったから情けない

って思ったし」 

    

  40             

  45             

  50             

  55             

16 0             

  5         S「うん」 S発「あの，

なんか体験したやんか．

なんか日暮れになって寂

しい気持ちになったとこ

ろがあったりも，後悔の

    

  10       児童・資料・黒板を順に見る     

  15       同様     

  20       同様 時計を見る     

  25       同様     



 

 

  30         情けなく思えて，自分が

人の考えも無視して，た

だ自分の感情だけで動く

自分が『ロボット』て言

うのは言い方が悪いかも

しれないかな？うんで

も，やっぱりそういう風

に『情けなく思えて仕方

がなかった』ていうのは

この人には分かっていた

と思います． 

    

  35             

  40         S「う～ん」     

  45       板書をする 
S「それに」ばらばらと挙

手をする（ほぼ全員） 
    

  50       

「はいじゃあ，えーっとじゃ

あ，Ｓ４さん．ちょっと教え

て」 

      

  55       板書と見比べながら聴く 
S 発「はい私は，えっと，

１．２．３・・・13 行目

の『ぼくは泣きたい気持

ち』あっ，えっと『帰っ

たら叱られるだろうなと

思うとぼくは泣きたい気

持ちになってきた』って

いうところに線を引い

て」 

    

17 0             

  5             

  10       相づちをうつ S「うん」      

  15         

S 発「やっぱりみんなも

そうだと思うけど」 S

「うん」 S 発「なんか

お母さんとかに『何時ま

でに帰ってきます，きて

ね』て言われるときある

やん？」 

    

  20         S「うん」     

  25         S 発「でも，それまでに     



 

 

帰ってこれんときあるや

んね？」 S「う～ん」 

  30         

S 発「で，私もよくある

んだけど，その時って何

かもう，家に帰った時の

気持ちを想像すると」 

    

  35       相づちをうつ 
S 発「怖くて泣きたい気

持ちになってくるから」 
    

  40         

S 発「この子の，えっと，

裕二さんの気持ちがよく

分かりました」 

    

  45       相づちをうつ 
（一同）「う～ん」 （一

部）挙手をしようとする 
    

  50       
「じゃあ，ちょっと前向いて

くれるかな，みんな．えーっ

とね，みんなが今あのー，裕

二さんの気持ちを分かるよっ

ていうところとか，話し合い

たいよっていうところを今黒

板に書いてみました．」 

S「はい」 体を黒板にむ

き直す 
    

  55             

18 0       「最初にねえ，おじいさんが

あいさつ代わりのに，しょっ

ちゅう裕二さんに言うんだよ

ね，みんな」 

      

  5       S「うん」     

  10       

「『危ないで暗ろうならんま

でに帰っておいでよ』って，

そのとき，いつもなら『うん

分かった』て言うんだけど，

このときは･･･」 

      

  15               

  20       「無視したんだよね」   S「うんうん」頷く     

  25       
「このときの裕二さん，どん

な気持ちだったと思う？」 
話し合いを止め，前を向

く，挙手をする 

    

  30             

  35       「はい，じゃあ，Ｓ９さん」 
S 発「はい．えっとたぶ

ん裕二さんは，えっと何
    



 

 

回もしょっちゅう声を掛

けてくるから，もうそん

なに言わなくてもわかっ

てるよって」  

  40       しゃがんで聴く       

  45       同様 
S「うん，あ～」 S 発「て

思ってるって，思ったよ」 
    

  50       板書をする 
S「うん～」 「それに」

（挙手をする） 
    

  55       「はい，じゃあ，Ｓ１０さん」       

19 0         

S 発「私は，その気持ち

はたぶん，『そんなこと

分かっているから放っと

いてくれよ』っていう気

持ちだと思うよ」  

    

  5       板書をする 
S「う～ん」 「それに」

(挙手をする) 
    

  10       
「放っておいてくれよ」 し

ゃべりながら板書をする 
      

  15       
「えっとじゃあ，Ｓ１１さん

教えて」 

S 発「うんと僕も，Ｓ１

０さんとＳ９さんに似て

いて，僕も何回も言われ

ると，鬱陶しくなってく

るやん？」 

    

  20       話す児童の居る側に移動する     

  25             

  30       口に紙をあてて笑う 

S 発「何で，あ，何でっ

ていうか，鬱陶しくなっ

てくるやんか？みんなも

鬱陶しくなってくるよ

ね？」 

    

  35       「うん」 
S「うん」 S 発「その鬱

陶しいって言葉，誰かい

い・・・鬱陶しいってい

うか」(少し手を挙げる） 

    

  40       板書をする     

  45         
数名手を挙げる  S「ど

ういうこと？」 
    

  50       「あ，うっとうしいの中身？」  S 発「鬱陶しいってこと     



 

 

は，あの，その，鬱陶し

い『何で僕ばっか』と

か・・・その中身ってい

うか」 

  55         

S 発「中身って言う

か・・・誰かちょっと教

えて」 

    

20 0         
(助ける)S１２「今友達の

家に向かうよね？」  
    

  5       相づちをうつ 

S「うん」 「だから友達

の家に向かうってこと

は，僕もなんだけど，い

っぱい遊びたいじゃん」 

S「うん」 

    

  10       笑う 

S１２[だからこんなとこ

ろで，いちいちおじいち

ゃんと話もしたくない

し，話をしたくないから，

さっさと行かせてくれ

よ，みたいな」 

    

            15       板書を見る 相づちを打つ S「あー」     

  20         

S１２「だから，さっさと

行かしてよっていう風に

思ってたと思います」 

    

  25       紙を直して板書をする 
S「う～ん」 S発（Ｓ１

１）「僕も今らいがさん

みたいに，行くときに毎

回毎回言われていたら，

もう僕自分にかまって欲

しくないと思うので，そ

の裕二さんの気持ちは，

すごく分かるよ」 

    

  30       板書をする     

  35             

  40         S[あ～あ」     

  45       書きながら相づち S「それに」挙手をする     

  50       
「うーん」 誰にあてるか全

体を見る 
      



 

 

  55       
「はいじゃあ，Ｓ１３さん教

えて，ちょっと」 

S 発「えっと，たぶん，

えっと，似とるんやけど，

いっつもいつも言っとる

もんで，もうなんかもう，

分かっとるよっておもっ

てたと思います」 

    

21 0             

  5             

  10       相づちをうつ 紙を貼り直す 
S「それに」「他に」(挙

手をする) 
    

  15       
「はいじゃあ，Ｓ１４さん教

えて」  
      

  20       しゃがんで話を聴く S 発「えっとー，裕二さ

んは（指でなぞって数え

る）24 行目の『これまで

12 年間』て書いてあっ

て，たぶん裕二さんは 12

歳で，もう中学生くらい

に入ろうとしている位な

のに」 

    

  25             

  30             

  35             

  40             

  45       相づちをうつ S「う～ん」 S発「えっ

と，おじいさんが，まだ

小学校 2年生ぐらいに心

配しているから」 

    

  50             

  55         S「あぁ～」     

22 0         
S 発「大人ぐらいに近い

んだから，もうそんな子

ども扱いしないでよって

思って，思ったと思いま

す」 

    

  5             

  10       

相づちをうつ 「Ｓ１５さん，

いま『うーん』て頷いていた

けど，どう？」 

S「う～ん」     

  15               

  20       板書をする 
S 発「えっと，僕もお母

さんにこういうことやっ

てよって言われて，何回

も何回もそういうこと言

    

  25             

  30       向かって左側の児童に手で合     



 

 

図をする われると・・・えっと，

それは僕だって，12 歳な

んだから，1回聞けば覚

えているよってなると思

う」 

  35       「うん」 一同笑う 
S 笑う S 発「気持ちは

よく分かります」 
    

  40       
「あー」と言いながら板書を

する 
S「う～ん」     

  45       「はい，えっと」       

  50       

「はい，で，ぼくはあのー，

思っていたんだろうね，みん

な」  

「うん」     

  55       

「で，ぼくは結局友達の家に，

家へ行って，どうなったか

な？」 資料に目をやる 

「7時まで遊んだー」     

23 0       「7 時まで遊んでいたよね」         

  5       ②笑う  

①自由発言「7時までと

かすごい！」「7時とか

ありえん！」 

    

  10       

②「ね，そうだよね．で，さ

っきね，Ｓ４さんが言ってく

れたけど『ぼくは泣きたい気

持ちになって，帰ってきた』

ところに登場したのは誰やっ

た？」  

①同様 「ご飯やん！」     

  15       
「お父さんやったね」（挿絵

を指しながら） 
S「お父さん」      

  20       

「お父さんどんなこと言って

くれたっけ，そのとき？」 資

料を見る  

S：自由発言     

  25       

「えーっと，『どこ行っとっ

たんや』って話になって，お

じいさんが教えてくれたんだ

ね，みんな」 

      

  30         S「うん」     



 

 

  35       

「そのおじいさんが，ぼくが

行った行き先を教えてくれた

んで，ぼくね，裕二さんは･･･」 

      

  40       

板書を指しながら，児童の方

に向き直し「で，はっとした

んやね，みんな」 

S「うん」     

  45       

「このときどんな気持ちだっ

たんだろう，裕二さんは」 胸

に手を当てながら「はっとし

たときの気持ち」 

S：ばらばらと挙手をする     

  50       
「ねえ」 手を挙げるのを待

つ 
      

  55       同様       

24 0       

「はい，じゃあ，Ｓ１６さん

教えて，Ｓ１６さん！」(返事

がなかったため) 

      

  5       笑う 

S 発「はい．僕はえっと，

おじいさんに声を掛けら

れたときに，ただ自分が

むしゃくしゃしていただ

けで，無視なんかしなけ

ればよかったと思ってい

たと思います」 

    

  10       時計を確認する 板書を見る     

  15       「あー」 板書をする 
S「あ～，それに，他に」

(挙手をする) 
    

  20       同様       

  25       同様       

  30       「はいじゃあ，えーっと」       

  35       「Ｓ１７さん教えて」  

S 発「えっと，おじいさ

んに何回も言われている

と」  

    

  40       児童の後方へ立つ   

S「うん」(数名) S発「心

配しとる気持ちが分かる

やんか？」 

    

  45       相づちをうつ S 発「それで心配しとっ

たら，裕二さんだって早

    

  50       板書と児童を交互に見る     



 

 

  55         く帰らなあかんていう気

持ちが分かってくると思

うから，そうやってなん

か心配されていると，自

分だってなんか，12 歳だ

けど，地域の人に心配さ

れていると何か，愛され

ている気持ちになって，

なんか家族みたいな気持

ちになって，ずっとなん

か，心配されていると，

大人になってくると，ず

っとどんどん心が変わっ

て行くから，今から，今

でも，愛されるようなこ

とにしたいから，裕二さ

んは情けないとか思った

んだと思います」 

    

25 0             

  5             

  10       
「あー」（納得したように） 

口に手をあてる 
    

  15             

  20             

  25       考えるポーズをする     

  30             

  35             

  40             

  45       
「うーん，ふーん」（納得す

るように） 

S「うーん，それに」(挙

手をする) 
    

  50       板書をする        

  55       黒板に波線を入れる       

26 0       
「はいじゃあ，えーっと，Ｓ

１２さん」 

S 発「えーと，僕は，今

の意見とはちょっと違う

んだけど，はっとしたっ

てことは，この裕二さん

は，おじいさんがせっか

くこの裕二さんのためを

思って，えっと，早く暗

くなる前に帰ってきなさ

いよって言ったよね？」 

    

  5             

  10             

  15       板書と資料を見る 

S「うーん」 S発「でも，

裕二さんはそんなことも

知らずに，自分が遊びた

いばっかで，自分が遊び

たいばっかで，行ってま

    

  20       相づちをうつ     



 

 

ったよね，友達の家」 

  25         S「うん」     

  30       相づちをうつ S 発「そんなことを今分

かった裕二さんは，おじ

いさんがこんな心配して

くれたのに，うんと・・・

こんな自分のことを思っ

て『小さな親切大きなお

世話だ』って思ったこと

や，おじいさんが自分が

向こうへ行ったって教え

てくれたってことで，お

じいさんにも悪いと思っ

たし，そんな自分が，え

っとね，自分勝手で情け

ないと思ったんだと思い

ます」 

    

  35             

  40       紙を直す     

  45             

  50             

  55       板書をする S「う～ん」     

27 0         
S「それに，他に」(挙手

をする) 
    

  5       
「はいじゃあ，Ｓ１８さん教

えて」 

S 発「はい．えっと私は，

おじいさんが，あと，裕

二さんがはっとしたとき

に，なんかおじいさんが，

えっと，おじいさんが心

配して電話かけてくれた

から，えっと，お父さん

が安心してくれたと思っ

ていて，その時に裕二さ

んはおじいさんに，無視

してしまってごめんねと

か思ったし，あと，伝え

てくれてありがとうとか

も思ったんだと思うよ」 

    

  10             

  15             

  20       時計を確認する     

  25             

  30       相づちをうつ     

  35             

  40         S「う～ん」     

  45       「ほおぉ」 板書をする S「それに」(体をむき直     



 

 

して挙手) 

  50       
板書をする 丸をつけて強調

する 
      

  55       
「うーん」 誰にあてるか全

体を見る 
      

28 0       「じゃあ，Ｓ１９さん教えて」 

S 発「はい，えっと，『ご

めんね』とほとんど同じ

なんだけど」 

    

  5         S「うん」     

  10         S 発「あのー，裕二さん

はおじいさんが一生懸命

親切に注意をしてくれた

んだけど，無視をしてい

て，無視をしてしまった

から，ごめんなさいの気

持ちでいっぱいだと思っ

たと思います．」 

    

  15             

  20             

  25       違う児童の様子を見る S「う～ん」     

  30       

チョークを手に持つ 「どん

な今，ちょっと『ごめんね』

てＳ１９さんもＳ１８さんも

言ってくれたけど，どんなこ

とに対して『ごめんね』な

の？」 

      

  35         S：自由発言     

  40       児童の様子を見る       

  45       

「ちょっとＳ２０さん教え

て．どんなことに対して『ご

めんね』なの？」 話す児童

の方に向き直す 

S 発「さっきのＳ１２さ

んの意見に付け足しで，

おじいさんはじぶんの身

のために言葉を掛けてく

れたのに，自分はそれに

対して無視をして，おじ

いさんの気持ちを台無し

っていうか，おじいさん

の気持ちを台無しにして

しまったから，ごめんね

    

  50       相づちをうつ     

  55       頷く     

29 0             

  5       「あぁ」（納得したように）     

  10       板書をする 丸で囲む     

  15       矢印でつなぐ     



 

 

  20         
っていう気持ちでいっぱ

いだと思います」 
    

  25       
「あぁ，こういう気持ちに『ご

めんね』」(板書を示しながら) 
S「う～ん」     

  30       

「と，おじいさんの気持ちに

も『ごめんね』て．で，こっ

ちの気持ちにも『ごめんね』

て」 

      

  35       

「おじいさんの気持ちも『ご

めんね』て言ってくれたんだ

けど，ちょっと訊いていい，

一つ」 

      

  40       
「おじいさんはじゃあさ，ど

んな気持ちでいつも，あいさ

つ代わりにしょっちゅう裕二

さんに（資料を見る）言って

るの？」 

      

  45             

  50       
「『早う帰ってこいよ』，『暗

くならないまでに帰ってこい

よ』って．どんな気持ちで言

っているの，おじいさんは」 

      

  55       S：挙手をする     

30 0       

「さっきちょっとＳ１７さん

も言ってくれたけどね．Ｓ２

１さん教えて」 

S 発「はい．えっと，お

じいさんは小さい頃か

ら，なんか，裕二さんを

見とるやんか．だから自

分のなんか，孫っていう

か，孫みたいに心配し

て・・・事故に遭わない

で帰ってきてねみたいな

感じで思っていると思う

よ」 

    

  5             

  10       「うん」     

  15       
チョークを持つ 相づちをう

つ 
    

  20       
「ああ」（納得したように） 

板書をする 
    

  25             

  30       一度児童の方へ向く      

  35       板書をする 
S「う～ん」 「それに，

他に」(挙手をする) 
    

  40       「うんうん」       

  45       「はいじゃあえー，Ｓ２２さ S発「はい．さっきＳ１     



 

 

ん教えて」 ７さんが家族みたいだか

らって言うとったやん

か？」 
  50             

  55       「うん」 S「うん」     

31 0       「あぁ～」 

S 発「私もＳ１７さんの

意見に似ていて，家族や

んか，もう地域が」 S

「うんうん」 

    

  5         

S 発「だからさりなさん

の意見とも似とるんやけ

ど，家族やったら，みん

なのお父さんやお母さん

も心配するやんか」 

    

  10         S「うん」      

  15         

S 発「おじいさんも同じ

ような気持ちで心配した

んだと思うよ」 

    

  20       
挿絵を直す 板書に波線を書

く  
    

  25       
「はいじゃあ，Ｓ２さん教え

て」 

S 発「私もＳ２２さんの

意見と似ていて，えっと，

ちょっとＳ２２さんの意

見からも分かったことな

んだけど，えっと，なん

かみんなたぶん地域の人

で優しくしてくれる人も

いると思うんだけど，私

も時々地域っていうか，

近所の人に，よく帰って

くるときに言われたりす

るんだけど，あとよくさ，

学校の下校の時とかに，

旗当番の人とか居るやん

か」 

    

  30             

  35       「うん」     

  40             

  45             

  50             

  55       板書を見る     

32 0         S「う～ん」     



 

 

  5       「あぁ～」（納得したように） 
S 発「たぶんおじいさん

の気持ちとかもそういう

人たちと同じようで，安

全にちゃんと帰ってねと

か，もしも事故とかにあ

ったら，さっき言ったみ

たいに，家族みたいな人

だからすごい悲しいやん

か？」 

    

  10             

  15       板書をする     

  20       板書を見ながら「うん」 S「うん」      

  25         S 発「で，安全にちゃん

と帰ってもらって，そう

いうちょっと厳しいこと

言うかもしれないけど，

そういうのが可愛いがっ

ているっていうか，裕二

さんを大切にしているこ

とだから，えっと，うん，

大切にしていて，ちゃん

と安全に帰るんだよって

思って，おじいさんはそ

う言ったんだと思うよ」 

    

  30             

  35       板書をする     

  40       同様     

  45       「Ｓ１さん，どう思う？」 S「う～ん」     

  50       
笑いながら「何も言ってない

よ，何も言ってないよ」 

S 発「えっと，僕は，え!?」 

S：笑う 
    

  55         
S 発「急に笑い出したか

ら！」 S：笑う 
    

33 0         

S 発「えっと，裕二さん

はずっとむしゃくしゃし

ていたよね？」  

    

  5       相づちをうつ S「う～ん」 S発「でも

こうやって思い返すと，

自分を大切にしているお

じいさんが，そうも大切

な存在だということは，

最初の方は裕二さんは気

    

  10             

  15       「う～ん」     



 

 

付いていなかったよね」 

  20       沈黙 
S 発「だからあの・・・」 

言葉に詰まり沈黙 
    

  25       同様 同様     

  30       同様 同様     

  35       同様 

S 発「ちょっともう一回

考えてもいいですか」(小

声で) 

    

  40       

オッケーサインを出す 「今，

Ｓ１さんが言ったこと分かっ

た？」 

S「うん」     

  45       

「大切な存在に，なんて言い

かけた，いま？いやいや，み

んなに訊いているんだ」 

S：笑う     

  50       
「ごめんごめん，いまＳ１さ

ん何て言ってくれた？」 
S：自由発言     

  55       「いやいや，その次や」       

34 0       
「『大切な存在に』，何て言

おうとしたの？」 「うん」 

S「気付いた」 黒板を見

る 
    

  5       
板書をする 囲む 矢印でつ

なぐ 
      

  10       
「えーとね，そんな気付いた

んだろうね，きっと」 
S「うん」     

  15       

「で，そんなぼくはおじいさ

んに，こんなことしようとし

たね」 

      

  20       本文を読む 
（ほとんどの児童）資料

を見る 
    

  25       同様       

  30       

①「『･･･声をかけてみよう』

って考えたんだね．」 ③「ち

がうの？」 」 

②頷く ④「そう」     

  35       
「ぼくはどんな声をかけるん

だろう，おじいさんに」 
      

  40       黒板に紙を貼る 
それぞれ考えて手を挙げ

る 
    



 

 

  45       

「どんな声をかけるんだろ

う，おじいさんに会ったら次

は」 

      

  50         徐々に手を挙げ始める     

  55               

35 0               

  5       「はい，じゃあＳ２３さん」 S 発「えっと，裕二さん

は，おじいさんが自分を

大切にしてくれているっ

てことに気付いたから，

おじいさんは心配ってい

うか，そういう風に例え

ば，ちゃんと体に気をつ

けてねとか」 

    

  10       チョークを持つ     

  15             

  20             

  25       相づちをうつ 

S「う～ん」 S発「そう

言う言葉を言うと思いま

す」 S「う～ん」 

    

  30       板書をする S「他に」(挙手をする)     

  35       同様       

  40       「はい，じゃあ次，Ｓ８さん」 
S 発「えっと，さっきみ

んなが言ったみたいに，

『ごめんね』って最初に

謝って，それで今Ｓ２３

さんが言ったみたいに，

『無理しないでね』みた

いな感じのことを言うと

思います」 

    

  45             

  50       板書をする     

  55       相づちをうつ 
S「う～ん，他に」(挙手

をする) 
    

36 0       
「他に．他にっていってくれ

たね．はいじゃあ，Ｓ３さん」 

S 発「はい，えっと，私

は今の 2人とは違って，

『いつも声を掛けてくれ

てありがとう』って言う

と思います」 

    

  5             

  10       「あぁ～」（納得） 
S「あぁ～」 (一番にＳ

２４さんが手を挙げる) 
    



 

 

  15       
チョークを置く 「はい，じ

ゃあＳ２４さん」 

S 発「はい，えっと，Ｓ

３さんが『声を掛けてく

れてありがとう』って言

ってくれて，最後にはお

じいさんに『これからも

よろしくね』ってことを

伝えると思うよ」 

    

  20       時計を確認する     

  25       板書をする（黄色で） S「あぁ～」(同意)     

  30         板書をするのを見る     

  35               

  40               

  45       

「で，みんなが言ってくれた

声やね，ぼくはかけたんだろ

うね，きっと」 

S「うん」     

  50       
「で，おじいさんこんなこと

言うんやね」 資料を読む 

資料を見る児童と黒板を

見る児童 
    

  55       児童を見ながら，資料を読む       

37 0       同様       

  5       
「Ｓ８さん最初に言ってくれ

たね」 
      

  10       

「何で幸せな気持ちになった

か，みんなで話し合いたいっ

て，授業の最初に言ってくれ

たけども．何でぼくは幸せな

気持ちになったんだろう」 

Ｓ１２さん・Ｓ３さん・

Ｓ９さんが挙手をする． 

その後何名か挙げる 

    

  15             

  20       「はいじゃあ，Ｓ２５さん」  S 発「はい．えっと，裕

二さんは前，最初の方で

は，むしゃくしゃしてい

て，おじいさんが心配し

て声を掛けてくれたけ

ど，無視してしまったよ

ね？」 

    

  25       チョークを持つ     

  30             

  35       相づちをうつ S「うん」 S発「でも，

お父さんにおじいさんが

教えてくれたとか言って

    

  40             

  45             



 

 

  50         くれて，その時におじい

さんとかが，えっと，自

分のこと心配してそうや

って声掛けてくれたって

気付いて，自分は地域の

人にそうやって，優しく

してくれたり，見守られ

て，そうやって安全にい

つもいられて，おじいさ

んがいつも心配してくれ

るから，そうやって何か

自分でも気をつけたりと

か，そういうことができ

るから，自分が見守られ

ているって思うと，なん

かすごい幸せっていう

か，それですごい嬉しく

なって，みんなも何か，

お母さんとかそうやって

心配されると，結構嬉し

い．何かちょっと寂しい

ときとか，うんと何て言

うんやろ？心配されたり

すると，それだけ自分が

思われているって思っ

て，嬉しいじゃんか」 

    

  55       板書をする（黄色で）     

38 0             

  5             

  10             

  15             

  20             

  25             

  30       時計を確認する     

  35       相づちをうつ 
S「うん」 S 発「だから

裕二さんも，その時もそ

れだけ自分が思われてい

る，みんなに思われてい

るから，ずごい幸せな気

持ちになったんだと思う

よ」 

    

  40             

  45         S「う～ん」     

  50       波線を書く 
S「それに～」(挙手をす

る) 
    



 

 

  55       全体を見回す       

39 0       同様       

  5       

「最初に疑問を言ってくれた

Ｓ８さん，ちょっと教えて．

今はどう？」 

      

  10         

S 発「えっと，最初は，

裕二さんはその大切に思

われているとか，家族み

たいに思われているって

ことを感じていなかった

やんか」 

    

  15             

  20       相づちをうつ 板書を見る S「うん」 S 発「それで

だけど，お父さんの話と

か，今思うとそうやって

大切にされてきたという

ことが実感できたから，

裕二さんは幸せな気持ち

になれたというか，分か

ったよ」 

    

  25             

  30       板書をする（黄色で）     

  35             

  40       板書しながら相づち S「う～ん」     

  45       

「もう 1人教えてくれる？じ

ゃあ誰か，はい」 全体を見

回す 

S「はい」(挙手をする)     

  50       
「じゃあ，Ｓ２４さんちょっ

と教えて」 

S 発「はい．えっと，幸

せっていうのは，今まで

声を掛けてくれたありが

たさが」 

    

  55         S「うん」(頷く)     

40 0         S 発「分かって，そうや

って普通に声を掛けてく

れるってことが，何より

も幸せってことに気付い

たから，そうやって明

日？明日えっと『そんな

年じゃないで，若い者に

はまだまだ負けんぞ』，

    

  5       相づちをうつ     

  10       板書をする（黄色で）     

  15             

  20       プリントを配る準備をする     

  25             

  30             



 

 

て普通におじいさんと会

話ができる，触れること

ができることが，すごく

幸せなことだって気付い

たから，そうやって言え

ておじいさんと会話がで

きたら，本当の幸せが得

られるんだろうな，って

思ったんだと思うよ」 

  35       板書をする（白で） S「あぁ～」      

  40               

  45       

「はい，じゃあね，えーっと，

道徳の勉強をして自分が思っ

たことをノートに書いてくだ

さいね．道徳ノートに」 

      

  50       プリントを配り始める （一部の児童）少し頷く     

  55         
プリントが配られた児童

から感想を書き始める 
    

41 0               

  5               

  10       

「えー時間がないのでね，日

にちとか資料名はもう無し

で，名前を書いたらもう，思

ったことをその下から書き始

めてください」 

      

  15               

  20       赤ペンを持ち机間指導       

  25       同様       

  30       同様       

  35       同様       

  40       同様       

  45       同様       

  50       
小声で「鉛筆は？ふふっ 他

には？」 
      

  55       机間指導       

42 0       板書に目を向ける       



 

 

  5       
机間指導（児童のノートに線

や丸を付けながら） 
      

  10       同様       

  15       同様       

  20       同様       

  25       同様       

  30       同様       

  35       同様       

  40       同様       

  45       同様       

  50       同様       

  55       同様       

43 0       同様       

  5       同様       

  10       
「あぁ，いいねえ」（ささや

く） 
      

  15       同様       

  20       同様       

  25       同様       

  30       時計を確認する       

  35       「お，いいねえ」（ささやく）       

  40       机間指導       

  45       同様       

  50       「うん，あ～」       

  55       同様       

44 0       児童の書いた意見に反応する       

  5       
「あぁ，いいねえ」（ささや

く） 
      

  10               

  15               

  20               

  25               

  30       「うんうん，そやね」       

  35       
「ちょっと見せて」 チャイ

ムが鳴る 
      



 

 

  40       
「ちょっとＳ１７さんは違う

ってことやね」 
      

  45       
移動する「うんそうやね，そ

ういうところ大事やね」 
S「うん」     

  50               

  55               

45 0               

  5       

「はい，じゃあ，途中ですけ

どちょっと鉛筆置いてくださ

い」 

S「はい」 鉛筆を置き，

顔を上げる 
    

  10       
「途中だけどちょっとね，思

ったこと教えてください」 
S「はい」 挙手をする     

  15       全体を見渡す       

  20       
「はい，じゃあ，Ｓ２０さん

教えて」 

S 発「はい，私は，今ま

でお母さんに，あれやり

なさいとかこれやりなさ

いとか言われて，裕二さ

んのように大きなお世話

だって思ったり，うるさ

いと思ったりしたけと，

道徳の勉強をして，お母

さんは私が大人になった

ときとか，1人で片付け

とかできたり，言われな

くてもできるように心配

して声を掛けてくれたん

だと思ったし，私のため

に一生懸命働いたり，家

事をやったり，私のため

にやってくれているんだ

から，これからは，ちゃ

んとお母さんの注意と

か，声を掛けてくれたら，

ちゃんと受け止めて自分

のことは自分でやりたい

と思いました．」 

    

  25       他の児童の様子を何度か見る     

  30             

  35             

  40             

  45             

  50             

  55             

46 0       相づちをうつ     

  5             

  10             

  15             

  20             

  25             

  30             

  35       相づちをうつ     

  40             



 

 

  45       相づちを打つ S「う～ん」     

  50       
「Ｓ２３さん，ちょっと教え

て」 

S 発「私は勉強する前は，

自分はあんまり見守られ

てないんじゃないかと思

っていたけれど，勉強し

て，自分は家族とか近所

の方々にちゃんと見守ら

れていて，それで，えっ

と，向こうに帰っていく

人には分かると思うんだ

けど，○○の前で服を着

て・・・」 

    

  55             

47 0             

  5             

  10             

  15             

  20             

  25       
①「横断歩道のとこ？」 ③

「はい」 
②S発「そう」     

  30         

S 発「おじいさんがいっ

つも立っていてくれるよ

ね？」 S「うん」 

    

  35         

S 発「そういう人に感謝

をして，いつも大きな声

であいさつをしたりした

いなと思いました」 

    

  40       

②児童が意見を言い終えて直

ぐに「はい，じゃあ終わりま

しょう」 

①「う～ん」     

  45         
S「背筋をのばしてくださ

い」 一同「はい」 
    

  50       
先生「はい，じゃあ終わりま

す」 

S「これで 3時間目の道徳

の勉強を終わります」 

一同「終わります」  

    

  55       

「4 時間目何やったっけ？あ，

ちょっとね一回集めて良いか

な，みんな」 

S「はい」     

48 0       

「こうやって集めて，こうや

って．折って班長に出しとい

て」 

S：プリントを集める     

  5       同様 同様     



 

 

関連資料を基に（１）～（４）の授業分析を実践してみましょう． 

（１）教師と児童の行動分析（Ｐ１４～１５参考） 

場面/         

経過時間 

教師の活動 児童の活動 

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 

説明場

面 

指示場

面 

確認

場面 

発問

場面 

板書

場面 

支援

場面 

その

他の

場面 

思考

場面 

発表

場面 

発問

への

応答

場面 

自主

的な

質問

場面 

その

他の

場面 

0 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

1 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

2 0                         

  5                         

  10                         



 

 

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

3 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

4 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

5 0                         

  5                         



 

 

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

6 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

7 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

8 0                         



 

 

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

9 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

10 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         



 

 

11 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

12 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

13 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         



 

 

  55                         

14 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

15 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

16 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         



 

 

  50                         

  55                         

17 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

18 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

19 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         



 

 

  45                         

  50                         

  55                         

20 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

21 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

22 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         



 

 

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

23 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

24 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

25 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         



 

 

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

26 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

27 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

28 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         



 

 

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

29 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

30 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

31 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         



 

 

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

32 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

33 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

34 0                         

  5                         

  10                         

  15                         



 

 

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

35 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

36 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

37 0                         

  5                         

  10                         



 

 

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

38 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

39 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

40 0                         

  5                         



 

 

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

41 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

42 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

43 0                         



 

 

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

44 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

45 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         



 

 

46 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  50                         

  55                         

47 0                         

  5                         

  10                         

  15                         

  20                         

  25                         

  30                         

  35                         

  40                         

  45                         

  計                         

  
総

数 
                        

  
＜教師の場面＞ 

       

  
・「その他の場面」には，机間指導・教材準備の場面を含む． 

  
＜児童の場面＞ 

       

  
・「その他の場面」には，ペア交流・プリントへの書き込み・挙手場面を含む． 

  

（例）・「思考場面」は，ペア交流・プリントへの書き込み・教師の発問に対する思考の場面だけをカウ

ントした． 

 

 

 

 



 

 

■教師と児童の行動分析 

教師と児童の行動分析から，どのようなことがわかりましたか． 

この授業においてどの活動場面がみられたのか４つ記述しなさい． 

  
（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 



 

 

（２）Ｓ－Ｔ授業分析（Ｐ１６～１７参考） 

  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

0 

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00 4:30 5:00 

                    

  

  

1 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

5:30 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 

                    

  

  

2 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

10:30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00 

                    

  

  

3 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

15:30 16:00 16:30 17:00 17:30 18:00 18:30 19:00 19:30 20:00 

                    

  

  

4 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

20:30 21:00 21:30 22:00 22:30 23:00 23:30 24:00 24:30 25:00 

                    

  

 

 

 

 



 

 

  

5 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

25:30 26:00 26:30 27:00 27:30 28:00 28:30 29:00 29:30 30:00 

                    

  

  

6 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

30:30 31:00 31:30 32:00 32:30 33:00 33:30 34:00 34:30 35:00 

                    

  

  

7 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

35:30 36:00 36:30 37:00 37:30 38:00 38:30 39:00 39:30 40:00 

                    

  

  

8 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

40:30 41:00 41:30 42:00 42:30 43:00 43:30 44:00 44:30 45:00 

                    

  

  

9 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

45:30 46:00 46:30 47:00 47:30 48:00 48:30 49:00 49:30 50:00 

              
  

  

  

  

  

  

  

 
 



 

 

   



 

 

 ■Ｓ－Ｔ授業分析 

Ｓ－Ｔ授業分析から，どのようなことがわかりましたか． 

授業中の児童と教師との行動関係の特徴を４つ記述しなさい． 

  
（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 



 

 

（３）コミュニケーション分析（Ｐ１８～２０参考） 

 ①コミュニケーション分析記録表（P32～62）のカテゴリー分析をして完成させなさい 

 ②カテゴリー分析からマトリックス表を完成させなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

■コミュニケーション分析 

コミュニケーション分析から，どのようなことがわかりましたか． 

マトリックス表からこの授業の特徴を４つ記述しなさい． 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 



 

 

（４）ジェスチャー分析（Ｐ２１参考） 

 授業記録（ＤＶＤ）を視聴し，教師のジェスチャー分析をしなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ジェスチャー分析 

ジェスチャー分析から，どのようなことがわかりましたか． 

分析表からこの教師のジェスチャーの特徴とその効果を記述しなさい． 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

第２章 授業アーカイブの実践 

１．英国教育の概要 

本学ではロンドンの学校の授業を撮影し，授業分析を行った．日本とは教育制度やカリ

キュラム等が異なる諸外国において，授業研究を行う際には，その国の教育についての情

報を収集・整理しておく必要がある．映像や授業分析の結果だけでなく，教育の背景，制

度や変遷等を合わせて記録に残すことが重要である． 

 

注：イギリスは，４地域（イングランド，ウェールズ，スコットランド，北アイルランド）からなる国家

である．その中でも，スコットランドと北アイルランドは独立性が強く，それぞれ独立した法律によ

って教育改革等を進めている．イギリスの人口はイングランドが全体の８３％を占めており，イング

ランドとの共通性が高いウェールズと合わせると約９０％になる．したがって，本報告書における｢英

国｣・｢イギリス｣とは，４地域の中でも主にイングランドに対応している． 

 

１．教育改革の概要 

 英国における教育改革の概要を以下に示す． 

 (１) サッチャー，メージャー政権の取り組み（1987 年～） 

① 主な改革の内容 

＜サッチャー政権＞ 

・「ナショナル・カリキュラム」を作成した． 

・ナショナル・カリキュラムの到達度をみるための「全国テスト」を実施した． 

・地方教育当局の権限を縮減，国庫補助学校の創設，親の学校選択を促進． 

＜メージャー政権＞ 

・学校監査制度の再編強化を行った． 

・学校の説明責任を重視し，「パフォーマンス・テーブル」を導入した．  

・「保育ヴァウチャー」を導入した． 

・中等教育における「スペシャリスト・スクール」を創設した． 

 

サッチャー政権は，他の先進国と比べた学力低下を大きな問題として教育改革を前面に出し，市場原理

の教育への応用による教育水準向上と効率的な学校運営を重視した. 

サッチャー第３次政権には「1988 年教育改革法」が成立した．大規模かつ急進的で，イギリスの教育制

度を抜本的に改革する画期的な法律であった．義務教育段階の公立学校のカリキュラムについて，共通の



 

 

履修すべき教科と教育内容をナショナル・カリキュラムとして定め，その実施評価としてナショナルテス

トを行うことが規定された． 

メージャー首相の教育政策として，挙げるべきは教育水準局(Office for Standards in Education) の

創設である．1996 年には，学校監査法(School Inspection Act) が制定されたことにより学校監査制度は

より精緻化された．しかし，メージャー政権では新自由主義教育の限界が見られ，保守党教育改革への批

判が生じた． 

 

② 改革の評価 

明確な指標の導入によって学校や児童生徒の達成度の客観的な評価を可能になった．し

かし，競争から取り残される学校や生徒への配慮不足や教育困難地域等に対する具体的な

施策の不足という状況から，国全体としての教育水準は向上しなかったといえる． 

 

(２) 第一期ブレア政権の取り組み（1997 年～） 

① 主な改革の内容 

・読み書き計算を重視する授業の編成． 

・「保育ヴァウチャー」「国庫補助学校」を廃止した． 

・特に小学校（5－11 歳の 6年間）に重点を置き，教育条件の改善を目指した． 

・小学校低学年における 30 人学級を実現した． 

・教育への公財政支出の充実させた． 

・学校や地方教育当局の運営に際し，民間資金の導入に積極的であった． 

 

ブレア首相は｢政策のトップに教育をかかげた最初の首相｣といわれている．就任直後の演説で｢私に最優

先事項は何かと聞いてくれ．答えよう．教育，教育，そして教育である．｣と述べた言葉は有名である． 

また「市場原理」より，親と学校，地方と中央，官と民など様々なレベルで連携を強調し，とりわけ地

方教育当局の役割を再確認した． 

 

② 改革の評価 

小学校を中心に学力向上ついて改善が見られた．一方，様々な新制度の導入や報告事務

の増加に伴い，教員の事務量が増大するなど，教員の待遇改善が進まず，都市部を中心に

教員不足が深刻化した． 



 

 

（３）第二期ブレア政権の改革（2001 年～2007 年） 

① 主な改革の内容 

・小学校に引き続き，中等学校（11－16 歳の 5年間）の改革を推進した． 

・小学校と同様に，読み書き計算重視の授業編成を重視した． 

・学校の多様化・弾力化を通じた教育の活性化． 

・スペシャリスト・スクールの増加，宗教団体や民間企業による学校経営参画を奨励． 

・教員確保のための各種方策を取り入れた． 

 

２．教育行政の概要 

(１) 法制度 

・「1996 年教育法 (Education Act1996) 」は，1994 年以降の様々な教育法を統合したもの 

である．初等・中等・継続教育や義務教育，地方教育当局，ナショナル・カリキュラム，

特別な教育的ニーズ，私立学校等，基本的な教育制度について定めている． 

・「1998 年学校水準・枠組法 (School Standards and Framework Act 1998) 」は，教育

水準向上のための施策（小学校 1・2 学年の 30 人学級，教育改善地区，大臣，地方教育

当局公立学校による閉校命令等）の他，公立学校の種類・予算の仕組み，学校への入学

手続き等について定めている． 

・「2001 年特別な教育的ニーズ･障害法」は，画一性の打破やアカウンタビリティ強化など

の改革方針を示した改正法案を基に「2002 年教育法」として成立した． 

 

 (２)教育機関 

教育技能省（DfES：Department for Education and Skills）は，日本の文部科学省に当

たる政府の教育部門であるが，イギリスでは教育技能省から独立した教育に関わる政府機

関も多くある．以下に示すのは，イギリスの基本的な教育機関である． 



 

 

 
図１８ イングランドの教育機関 

 

① 準政府機関・・・・・・教育技能省（DfES）と一体的に活動する教育機関もあるが，独

立した組織であり，通常，教育技能大臣により任命された理事会により運営されている． 

② 教育水準監査局（OfSTED）・・・・・・1839 年に創設された勅任視学官制度が，その

後 150 年以上の歴史を踏まえ，教育（学校）法改正により，1992 年 9 月に政府機関とし

て設立された機関である．現在は 2005 年に制定された教育法に設立根拠がある． 

③ 資格カリキュラム機構（QCA）・・・・・・「1997 年教育法」第 21 条により設置された．

ナショナル･カリキュラムに関する具体的な業務や全国テスト･資格テストの水準管理業

務などを担当している． 

④ 教員養成委員会（TTA）・・・・・・「1994 年教育法」により設置された．教育技能大臣

が任命した理事 13 人，職員約 110 人からなり，教育水準監査局の監査結果等を基にして

教員養成機関の課程認定や評価の業務を担っている．  

⑤ 地方教育当局（LEA）・・・・・・地方公共団体における教育部局として 150 の地方教

育当局が存在している．地方教育当局の役割は「地域における精神的，道徳的，知的及

び身体的発達に貢献するため，地域住民のニーズに沿った 効果的な初等教育，中等教育

及び継続教育を保証する」(「1996 年教育法」第 13 条)とされている． 

 



 

 

（３）教育水準監査局（OfSTED：Office for Standards in Education) 

公教育の成果と質を高めるため，イギリス全土の学校教育の査察・評価を行い，報告と

アドバイスを行う公機関である．公立学校，私立学校，地方教委の査察・評価を行う．教

育技能省（DfES）と教育水準監査局との間では，意見交換が行われているが，教育水準監

査局の分析や助言については独立性が保たれている． 

 

【主な機能】 

①学校，地方自治体，教員養成についての

監査を行う 

②幼児保護や保護施策の監査と関係機関と

の調整を図る 

③教育技能大臣に対し助言する 

④国会答弁を行う 

⑤教育技能省の施策を評価する 

⑥子ども関連の意識調査等を実施する 

 

 

【主な目的】 

①学校から独立した第三者評価の提供 

②学校の自己評価と改善の補完や促進 

③保護者・地域に学校の教育情報（質・水

準）を提供 

④各校の強み・弱みを明確にし，改善の助 

 言を行う 

⑤学校水準を把握，大臣に進言，政策へ反 

 映する 

 

【主な監査内容】 

①教育の質は，子どもたちの能力等に応じて提供されているか． 

②教育目標や基準が到達されているか． 

③校長のリーダーシップや経営の質（予算の効果的な執行を含める）． 

④子どもたちの精神性，道徳性，社会性，文化性が開発されているか． 

⑤子どもたちにとって，学校は満足できる状態にあるか． 

 

【学校監査の特徴】 

イギリスの全学校（小中学校では合計約 2 万 2 千校）・地方教委を定期的に査察・評価す

る．原則として，調査の２～１日前に，調査を実施することを学校に通知し，調査は普通 2

日間で行う．すべてのチームに，教職経験のない人が一人いることも特徴である． 

監査の実施後，４段階の評定を行う（「１．大変優れている（outstanding）」「２．優れ

ている（good or better）」「３．十分である（satisfactory）」「４．不十分である（inadequate）」）．

「３」と判断された学校については 3 年に一度，「２」と判断された学校については，前回

調査から 5 年以内の任意の時期に一度，調査が行われる．「４」と判断された学校は「改善

必要校（Notice to Improve）」又は「特別措置対象校(Special Measure)」に分類され，学

校改善等の措置を行わなければならない．また，OfSTED から「特別措置が必要」という

の報告を受けても，2 年以内に改善が見込まれない場合，教育技能大臣は閉校を命じること

ができる． 

報告書は，監査実施後 6 週間以内にまとめられる．学校は，報告書受領後 40 日以内に，



 

 

監査官の勧告をいかに実施するかについてまとめたアクションプランを公表することにな

っている．  

 

（４）教育財政 

イギリス全体（イングランド他３地域を含む）の公財政（国及び地方の合計）における教

育予算の占める割合は，1984-85 年度の 10.3％から上昇し続け，2001-02 年度には 12.9％

に達している． 

また，政府は 2002 年に発表した「政府支出見通し」において，教育関連費は政府予算の

中でも高い増額割合を示した．教育を政策の最優先課題と位置づけ，教育改革を重視･継続

する姿勢を見せている． 

 

（５）学校教育制度(初等・中等教育) 

①学校制度 

イギリスの義務教育の修業年限は 11 年間であるが，小学校から大学を卒業するまでの年

限の合計は，日本と同じく 16 年となる．９月に新学期が開始される． 

 

 

図１９ イギリスの教育制度（出典：ギャビタス http://www.gabbitas.co.jp/education/index.html ） 

 

②学校の種類 

・公立学校（maintained schools／state schools）…地方教育当局により設置・維持 

・私立学校（independent schools）…公費を受けない 

※ 英国の公立学校には，もともと自治体主導で設置されたものと，教会をはじめとする



 

 

民間団体が設置したものがあるため，いくつかの種類に分かれる． 

 

・就学前教育 

就学前教育は，一般的に３～５歳を対象としている．日本のような独立した幼稚園

（nursery schools）もあるが，小学校に幼稚部が併設されている場合が多い（nursery 

classes within primary schools）．そのなかでも，義務教育直前の学級は就学前学級

（reception class）と呼ばれる． 

 

・初等教育 

初等教育は５～１１歳（卒業時）までの６年間，小学校（primary school）で行われる．

小学校ではさらに，１～２年生を低学年（infant），３～６年生を高学年（junior）として

２つの段階に区分している． 

小学校が，低学年のみの学校（infant schools）と，高学年のみの学校（junior schools）

として別々に分かれている地域もある．  

 

・中等教育 

11～16 歳（卒業時）の５年間（義務教育の後期）は，中等学校（secondary schools）で

学ぶ．公立の中等学校のほとんど（９割弱）が，コンプリヘンシブ・スクール（comprehensive 

schools）という総合制中等学校であり，小学校の卒業者は原則として無試験で入学できる． 

この他に，スペシャリスト・スクール（specialist schools）がある．ナショナル･カリキュ

ラムに加え，専門とする教科を多く行う中等学校である．技術や外国語，スポーツ，芸術，

科学，コンピュータ，ビジネスなどの分野に分かれている．一方，選抜試験により成績上

位者を入学させるグラマー・スクール（grammar schools, selective schools）が少数ある． 

また，新しいタイプの中等学校として，2000 年３月，政府は，社会経済的な困難による

都市部の教育困難地域の教育水準の向上を目的に，公営独立中等学校（publicly funded 

independent schools）である「シティアカデミー」の導入を打ち出した． 

私立学校（independent schools）としては，パブリック・スクールと呼ばれる伝統的な

エリート校と，それ以外の私立学校がある．全体の約７％の生徒が私立学校で学んでいる． 

トラスト・スクール（Trust School）は，2006 年，ブレア首相が「学校に更なる自由を」

というスローガンを掲げて具体化した中等学校レベルの新たな形態の学校である．その特

徴は，①自校の校舎や敷地をどの場所に立てるか，もしくは，購入するかについての学校

独自に選択権がある．②学校が独自にそのスタッフを雇い入れることができる．③入学選

考基準について学校が独自に設定，管理をすることができる．労働党政府が目指す公教育

の柔軟性，多様性をテーマとする試みの一つであり，特に公教育を制度面から見直そうと

する動きの中で導入された，新しい公立学校のあり方である． 

 



 

 

・特別学校 

特別な教育的ニーズ（SEN：Special Educational Needs）を必要とする児童生徒のため

の特別学校（Special Schools）が設けられている．地方教育当局（LEA）が設置するもの

と私立のものがある．学校規模としては児童生徒数 100 人以下の小規模なところが多い．  

特別な教育的ニーズ（SEN）があるかどうかは，各学校や地方教育当局が「実施規約」に

沿って評価することとなっている． 

 

・児童生徒受入施設 

児童生徒受入施設（PRU：Pupil Referral Units）は，退学処分を受けた児童生徒等，通

常の学校に通学することが困難な児童生徒を一時的に受け入れ，就学機会を与えるための

施設である．施設での指導を通じて改善が見られれば，通常の学校に復帰することが期待

されているが，中等学校の後期段階の場合は，施設に在籍したままＧＣＳＥ（統一試験）

を受験して卒業する場合もある．また，通常の学校と児童生徒受入施設に二重在籍して，

それぞれで指導を受けることも可能である． 

 

③学校理事会 

すべての公立学校には，学校理事会（School Governing Bodies）が置かれることになっ

ている．理事の人数は，学校の種類や学校の児童生徒数により異なった定めがあるが，構

成員は，保護者の代表，地方教育当局（LEA）の代表（政治家の場合もある），教員の代表，

職員の代表，地域の代表，校長となっている． 

公立学校は，学校理事会の監督の下に運営されるが，実際の管理運営を進めるうえで，

校長と学校理事会の関係はどちらか一方が上に立つというものではない．意思決定機関は

学校理事会，執行機関は校長とし，補い合って責任分担するとされている． 

 

（６）カリキュラム 

ナショナル･カリキュラムは，公立学校に適用されるものであり，「1988 年教育改革法」

により制度化された．教育技能大臣がナショナル･カリキュラムを定めることとしており，

教科ごとに「ナショナル･カリキュラムの到達目標及び学習事項に関する命令」が公表され

ている．カリキュラムに関する具体の業務は，法律・命令を受けて「資格カリキュラム機

構（QCA）」が担う．ナショナル･カリキュラムは，義務教育段階の 11 年間を４段階のキー

ステージに分けている． 

 

 

 

 

 



 

 

３．日本との共通点・相違点  

イギリスの｢ナショナル・カリキュラム｣は，日本の学習指導要領と類似しているといわ

れている．実際｢ナショナル・カリキュラム｣導入時には，当時のイギリスの教育科学省は

カリキュラム作業委員会の委員 19 名を日本に派遣し，日本の数学教育の実態を調査し，作

成の参考にしている．しかし，日本との相違点もいくつかある．  

①イギリスにおいては，日本のような教科に対する法的な授業時間数の規定がない．（コア

教科(中核教科)では一定の授業時間数の縛りがあるが，周辺の教科(基礎教科)について厳

密な授業時間数の規定はない） 

②イギリスでは，ナショナル・カリキュラムの具現化は各学校に委ねられているが，唯一

ナショナルテストを通じて，その到達度がチェックされる．それに対して日本では，検

定教科書の使用によって，学習指導要領に沿った教育を行うことが義務付けられている．

イギリスには国定および検定教科書は存在しない．また，ナショナル・カリキュラムは，

教授方法や各学校でのカリキュラム組織方法までは規定していないため，教師は教材選

択の際，自分の教える個々の生徒の状況を考慮に入れ，専門的判断を行うことができる． 

 

イギリスでは，サッチャー教育改革以降ある程度の制限が課されるようになったとはい

え，教師は専門職として認められていること，また社会全体として専門職に自由裁量の余

地を与える傾向が強いことから，依然として教師の自由裁量の余地が相当存在する，とい

える． 

 

■イギリスと教育を調べて，日本の教育との違いについて述べなさい． 

 
 



 

 

２．英国における授業アーカイブ 

（１）学校の概要（OfSTED によるもの） 

 授業分析を行った学校は，英国のロンドン郊外に位置する“Stockwell Park High school”

である．企業と事業経営についての専門学校であり，１１歳から１６歳の年齢の生徒が約

1,000 人が通っている．女子よりも男子が多い．学校は，貧困レベルの高い地域にあり，生

徒の多くは，経済条件において恵まれない状況の家庭から来ている． 

 子ども達の出身国は様々であり，ほぼ半分の生徒が英語を第一言語としない家庭の出身

である．特別な教育上の必要性を申し立てる生徒の数は平均より少ないが，学習困難と学

習障害を抱える生徒数は非常に多く，生徒数の半分以上を占めている．  

 

（２）学校のカリキュラム 

 カリキュラムは豊かで，幅広く，バランスが保たれている．学校は，GCSE（General 

Certificate of Secondary Education：一般教育証明試験）という統一試験において，伝統

的な職業コースの優れたカリキュラムを提供している．その中で，個人の需要を満たすこ

とへのさらなるサポートが必要とされている．例えば，小グループによる指導などである． 

10 学年と 11 学年には，すべての生徒は広範囲にわたる資格から選ばれる職業コースをとる．

『人生のためのポートフォリオ』プログラムは，非常に上手く設計されている．それは，

カリキュラムに浸透するビジネスと企業学習を企画，評定，公認するためのモデルを提供

している． 

 

（３）授業資料 

撮影したのは「ドラマ」という授業である．イギリスの中学・高校（11～18 歳）で行わ

れている授業である．身体表現（ドラマ）を通して，国語・社会・歴史・数学など様々な

教科と連動しながら行われている．その方法は，小学校の様々な授業の中でも活用されて

いる．またドラマ教育は，言葉の通じない他国の子ども達にも，コミュニケーション・ツ

ールとして大きな役割を果たしているといえる．以下に，教師カメラによる授業の様子と

活動原簿表を示す． 

 



 

 

①教師カメラ映像記録（英国）（２０秒ごと） 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 



 

 

②コミュニケーション分析記録表（活動原簿表） 

教 材     drama   
  

２０１０年 ２月 ２６日 
 

        
 時 

分 
秒 

T(先

生) 

S（児

童） 
行動記録メモ T 行動記録メモ Ｓ 

0 0 1   

Focus on the coin. 

Anybody can start 

now . 

コインに集中し

て．誰が始めても

いいですよ，はい． 

    

  5   7c     One  Two  Three 一  二  三 

  10   7c     Four  Five 四  五 

  15   7c 
  

  
Six  Seven  Eight  

Nine 

六  七  八  

九 

  20   7c     
Ten  Eleven  

Twelve  Thirteen 

十  十一  十

二  十三 

  25   7c Ahhhhh!  Good. 
あー！  いいでし

ょう． 

Fourteen  Fifteen    

Ahhhhh! 

十四  十五  

あー！ 

  30 5c   

That was good. 

Clap your hands. 

Come on. 

(clap) 

Very good. 

So, fifteen. 

良かったですよ． 

拍手して． 

さあ． 

(拍手) 

よく出来ました． 

十五ですね． 

    

  35 1   

I’ll take fifteen. 

I’m going to add 

one thing else, 

now, to that. 

十五ならいいでし

ょう． 

今からこれにもう

一つ(ルールを)加

えましょう． 

    

  40 1   

If, Karis says a 

number, and 

then, you are not 

able to say one, 

neither is Mellisa. 

カリスが数を言っ

た場合，(右隣の)

あなたも，メリッ

サ(左隣)も，両方と

も言うことができ

ません． 

    

  45 3   

So, it’s got to go 

across all the 

time. 

つまり，常に向か

い側の人に行くこ

とになります． 

    



 

 

Yes? いいですか？ 

  50 5c   

Because, if, if 

somebody besides 

you says, and 

then you have to 

go. 

But, fifteen is 

good. 

つまり･･･隣の人

が言った場合は，

それでおしまいで

す． 

でも，十五はいい

ですね． 

    

  55 2   

It means that 

we’ve got four 

goes and we want 

to hold it up. 

All eyes on the 

coin… 

One! 

あと４回チャンス

があります．この

調子でやりましょ

う． 

みんな，コインを

見て･･･ 

一！ 

    

1 0   7c     

Two 

Three 

Four 

二 

三 

四 

  5   7c     

Five 

Six 

Seven 

Eight 

Nine 

Ten 

五 

六 

七 

八 

九 

十 

  10   7c     

Eleven 

Twelve 

Thirteen 

Fourteen 

十一 

十二 

十三 

十四 

  15   7c     

Fifteen 

Sixteen 

Seventeen 

Eighteen 

Nineteen 

Twenty 

十五 

十六 

十七 

十八 

十九 

二十 



 

 

  20   7c     
Twenty one 

Twenty two 

二十一 

二十二 

  25   7c     

Twenty three 

Twenty four 

Twenty five 

Twenty six 

Twenty seven 

二十三 

二十四 

二十五 

二十六 

二十七 

  30 5c   

All right, good. 

Twenty eight is 

fine. 

Twenty eight is 

fine. 

はい，いいでしょ

う． 

二十八は素晴らし

い． 

二十八は素晴らし

いです． 

Eight…Ahhhhh! 八･･･あー！ 

  35 2   

All right, three 

goes, all eyes on 

the coin, starting 

now! 

さあ，あと三回で

す．みんなコイン

を見て･･･，はい，

始め！ 

    

  40 5c 7c 

Good. いいでしょう． 

One 

Two 

Three 

Four 

(A pupil giggles) 

一 

二 

三 

四 

(児童の一人，

クスクス笑い) 

  45 2   

Close to each 

other. 

Two goes, all eyes 

on the coin, 

starting… 

あと二回．みんな

コインを見て，始

めますよ･･･ 

    

  50 2 7c …now! ･･･はい！ 
One 

Two 

一 

二 

  55   7c     
Three  

Four  

三 

四 

2 0   7c 

Ahhhh! あー！ 

Five 

Six 

Seven 

Eight 

五 

六 

七 

八 



 

 

Nine 

Ten 

九 

十 

  5 1   

We keep twenty 

seven. 

That’s ten. 

All right, the last 

one. 

最高は二十七です

ね． 

今のは十でした． 

さあ，最後です． 

    

  10 2   

And, all eyes on 

the coin… 

Focus, 

concentrate! 

みんな，コインを

見て･･･ 

集中，集中！ 

    

  15 5c   

Let us try to get 

into the thirties. 

You’ve done 

marvellously 

well... 

And…one! 

三十台を目指しま

しょう． 

今のところ，みん

なとてもよくやっ

てますよ．では･･･

一！ 

    

  20   7c     
Two 

Three 

二 

三 

  25   7c     

Four 

Five 

Six 

四 

五 

六 

  30   7c Ahhhh, eight, 

nine… あー，八，九･･･ 

Seven 

Eight 

Nine 

七 

八 

九 

  35 5c   

All right, well 

done. 

Twenty seven is 

good. 

So, next week, 

はい，よく出来ま

した． 

二十七はいいです

ね． 

さて，来週， 

    

  40 1   

next week is the 

parents’ evening. 

The parents… 

来週の夜は保護者

会があります．保

護者は･･･ 

    



 

 

  45 1   

So, the following 

week, we’ll pick 

up from twenty 

seven and we will 

continue to see 

how close we can 

get to a hundred. 

だから，次の週は

二十七から始め

て，どこまで 100

に近づけるか試し

ましょう． 

    

  50 5c   

But I think 

twenty seven is 

just good today. 

でも，今日の二十

七はとてもよく出

来たと思います

よ． 

    

  55 1   

All right, we are 

gonna play a 

game where we’re 

just gonna walk 

around, walk 

around, 

さて，これから，

ぐるぐる歩き回っ

て， 

    

3 0 3   

 walk around, 

and when I call 

the number, you 

will get into that 

group. 

Yes?  No 

running,  

さて，これから，

ぐるぐる歩き回っ

て，先生が数を言

ったら，その数の

グループを作ると

いうゲームをしま

す． 

いいですか？  走

ったり， 

    

  5 1   

no pushing, no 

pulling, no 

shoving. Now, the 

pupil to get into 

the group 

押したり，引っ張

ったり，小突いた

りしてはいけませ

ん．さて，最後に

残ってしまった人

は座って，先生が

アウトの人を見つ

けるのを手伝いま

す． 

    

  10 1   

last will be the 

one going to sit 

and help me see 

    



 

 

  15 2   

 who is going to 

be out.  

Walk, walk, walk. 

Go! 

(sound of drum) 

歩いて，歩いて，

歩いて． 

始め！ 

(ドラムの音) 

    

  20 2   

(sound of drum) 

One! 

Ok. 

Good, good, what 

we are doing?  

(ドラムの音) 

一！ 

OK． 

いいですよ，いい

ですよ．何をして

いますか？ 

    

  25 2   

Very good. 

Walk, walk, walk, 

walk, walk, walk, 

walk, walk, 

walk… 

とてもいいです

ね． 

歩いて，歩いて，

歩いて，歩いて，

歩いて，歩いて，

歩いて，歩いて，

歩いて… 

    

  30 3   

Two! 

Who is grabbing?  

Who is pushing?  

Who is shoving? 

二！ 

誰かを掴んでいる

人はいますか？ 

誰かを押している

人は？ 

誰かを小突いてい

る人は？ 

    

  35 5c   
Ok. Good. 

All, square.  

OK，いいでしょ

う． 

みんなおあいこで

すね． 

    

  40 5c   

Well done! 

Don’t try to pitch 

up against 

anybody.  

Walk free.    

よく出来ました！ 

誰かにペースを合

わせようとしない

で， 

自由に歩いて． 

    

  45 1   
I’m going to give 

you, um, the 

えー，これから，

みんなの歩いてい
    



 

 

situation in which 

you are going to 

be walking  

る状況を想定しま

す． 

  50 2   

and, uh, I’d like 

you to consider 

that while you are 

moving about. 

その状況を考えな

がら動いてくださ

い． 

    

  55 1   

All right?  

You are walking 

on the street 

hurriedly to meet 

your mum at the 

super market.    

いいですか？ 

あなたは，お母さ

んとスーパーで落

ち合うことになっ

ていて，大急ぎで

道を歩いていま

す． 

    

4 0 2   
Go.  (sound of 

drum)  

始め．  (ドラムの

音) 
    

  5 5c   
Three!   Well 

done, 
三！  いいね，     

  10 5c   

 well done, well 

done.  

Very good. 

Why are you 

pushing?  

Come down here, 

you little one.  

いいね，よく出来

ました． 

とてもいいです

よ． 

君，なんで押して

いるの？ 

おちびさん，こっ

ちに来なさい． 

    

  15 5c   
You sit over there. 

Very good. 

君はそこに座っ

て． 

いいでしょう． 

    

  20 2   

Same walking, 

Go! 

(sound of drum) 

同じ状況で， 

始め！ 

(ドラムの音) 

    

  25 3   

(sound of drum) 

Five! 

Who is pushing?  

(ドラムの音) 

五！ 

誰かを押している

人は？ 

    



 

 

  30 5c   

Who is shoving?  

Let me see.  

Five - very good 

over there.  

誰かを小突いてい

る人は？ 

どれどれ？ 

5 人-そちら(のグ

ループ)よく出来

ました． 

    

  35 5c   

Seven - quite good 

there. 

Very good. 

And you’ve got 

five here. 

One, four, fifteen, 

sixteen… 

7 人-そちらも，ま

あまあいいでしょ

う． 

いいですよ． 

こちらも 5 人いま

すね． 

一，四，十五，十

六，十七… 

    

  40 2   

…and walk!      

(sound of drum) 

Six! 

… はい，歩い

て！     (ドラム

の音) 

六！ 

    

  45 5c   

Very good, very 

good! 

At six, six,  

いいですよ，とて

もいいです！ 

六人，六人 

    

  50 5c   

at that seven 

there, we’ve got 

there last five, 

another less.  

So sorry.  

そちらは七人，最

後のそちらは 5

人，一人足りない

ですね． 残念． 

    

  55 5c   

You’ve got 

particularly well.  

Thank you.  

Is that your one, 

two, three, four, 

five, six, seven, 

and one, two, 

three, four, five, 

six.  

君は特によく出来

ていたのにね． 

ありがとう． 

そちらは，一，二，

三，四，五，六，

七人，それと，一，

二，三，四，五，

六人． 

    



 

 

5 0 1   

Fantastic.  

Can we see now 

who is going to be 

getting there late?  

すばらしい． 

じゃあ，次は，誰

が遅刻しそうか見

てみましょう． 

    

  5 1   

And, you are late 

for school and you 

just saw a bus 

coming but, 

without running, 

you are walking 

fast enough to 

catch it. 

あなたは学校に遅

れています．バス

が来るのがちょう

ど見えました．走

らずに，でもバス

に間に合うように

早歩きします． 

    

  10 2   
Go! 

(sound of drum) 

始め！ 

(ドラムの音) 
    

  15 3   

Seven!  

Who is pushing?  

Who is shoving?  

七！ 

誰かを押している

人は？ 

小突いている人

は？ 

    

  20 3   

Who is pulling?  

Let’s see. 

Oh, well, here we 

go. 

引っ張っている人

は？ 

さあ，どうでしょ

う？ 

さあ，始めますよ． 

    

  25 3   

Did you 

see?(asking to 

children behind)    

One, two, three,  

見えましたか？

(後ろの児童に尋

ねる声) 一，二，

三 

(Noise of pupils) (児童の声) 

  30 5b   

four, five, six, 

seven 

One, two, three, 

four, 

四，五，六，七 

一，二，三，四， 
    

  35 5b   

 five, six, seven, 

eight…so sorry 

but… 

五，六，七，八･･･

残念，でも･･･ 

君はこっちへ． 

    



 

 

Come on then.  

  40 1   

Right, ready?  

A big enough 

space and walk 

around even 

more. 

準備は良いです

か？ 

十分にスペースを

とって，もっと歩

き回りましょう． 

    

  45 2   

Spread out, 

spread out, 

spread out. 

Quietly,   

広がって，広がっ

て，広がって． 
    

  50 1   

you are going to a 

church… and go!   

(Sound of drum) 

あなたは，静かに，

教会に行くところ

です･･･それでは，

始め！(ドラムの

音) 

    

  55 5c   
Four! 

Fine. 

四！ 

いいでしょう． 
    

6 0 2   

Same, walk! 

(Sound of drum) 

Three. 

同じ状況で！ 

(ドラムの音) 

三！ 

    

  5 2   
And walk, walk, 

walk, walk, walk.  

歩いて，歩いて，

歩いて，歩いて，

歩いて 

    

  10 2   

Go! 

(Sound of drum) 

One!  

始め！ 

(ドラムの音) 

一！ 

    

  15 5c   

Oh, there you go. 

(Sound of drum) 

Three!   

そう，その調子． 

(ドラムの音) 

三！    (笑う) 

    

  20 2   

Walk. 

(Sound of drum) 

Two! 

歩いて． 

(ドラムの音) 

二！ 

    

  25 2   
Everybody, back 

in the centre, 

みんな，中央に戻

ってください． 
Ah! あー！ 



 

 

please.  

  30 5c   

Everybody, back 

in the centre.  

Very good. 

みんな，中央に戻

って． 

よくできました． 

    

  35 2   

Now, what I’d like 

you to do is to get 

close to together,  

さあ，今から，み

んなで出来る限り

くっついてくださ

い． 

    

  40 2   

as close as you 

can,             

Nadir, come,  

as close as you 

can, everybody,  

ナディア，こっち

に来て． 

みんな，出来るだ

けくっついて． 

    

  45 1   

And you are going 

to reach out the 

hands and try to 

hold somebody 

else’s hand.  

Don’t let it go 

because we are 

going to try to 

unravel the 

holding of the 

hands and to 

make a complete 

circle.  

そして，手を伸ば

して，誰かの手を

握ります． 

みんなの握りあっ

た手を解いて，完

全な円を作りま

す．だから途中で

手を離さないよう

に． 

    

  50 1   

 try to unravel 

the holding of the 

hands and to 

make a complete 

circle.  

    

  55 2   

A big, big group 

together.  

All right, pupil?  

Come closer, 

closer, closer, 

みんな一緒の大き

な，大きなグルー

プです 

みんな，いいです

か？ 

    



 

 

近づいて，近づい

て，近づいて， 

7 0 2   

right in, right in, 

right in, right in. 

Reach out both 

hands, both 

hands.  

Don’t squeeze, 

入って，入って，

入って，入って． 

両方の手を伸ばし

て，両方ですよ． 

ぎゅうぎゅう押さ

ない， 

    

  5 6c   

don’t squeeze, 

Um, um... 

Feisal is tiny. 

Oh, good lord! 

押さないで．うー

ん， 

ファイサルは小さ

いんですからね． 

おやまあ． 

    

  10 2   

All right? 

And, relax 

everybody.  

Relax your hands, 

relax your hands, 

relax your hands,  

大丈夫ですか？ 

みんな，リラック

スして． 

手をリラックスし

て，リラックス，

リラックス． 

    

  15 2   Everybody, relax. 
みんな，リラック

スして． 
    

  20 3   

Wait, wait! 

Listen! 

And… Is it all 

right, there? 

待って，待ってく

ださい！ 

聞いてください！ 

そっち，大丈夫で

すか？ 

    

  25 5b 7b 

Monica isn’t in. 

All right. 

And Emmanuel, 

you stand here. 

モニカが入ってい

ないんだね． 

分かりました． 

それからエマニュ

エル，こっちに立

って． 

Monica isn’t in. モニカが入っ

てない． 

  30 5a   

Let me see. 

All right. 

Is everybody, 

そうですねぇ． 

いいですね． 

みんな，みんな

    



 

 

everybody… 

You come around 

here. 

は･･･ 

君，こっちに来て． 

  35 3   

Are all the hands 

held? 

All right. 

Wait, wait! 

手はつながってい

ますか？ 

それでは， 

待って，待って． 

    

  40 5c   

Yes? 

Drop all hands 

now. 

Very good. 

何ですか？ 

みんな，手を離し

てください． 

よく出来ました． 

    

  45 2   

All right? 

Get back in.  

Nice? 

And just make 

yourself nice. 

大丈夫ですか？ 

元に戻って． 

大丈夫ですか？ 

楽にしてくださ

い． Mr. White! 

ホワイト先

生！ 

  50 2 11a 

Yes?                                            

Shinei, you lead 

this section for  

me, please.  

何ですか． シュネ

イ，このグループ

のリーダーをして

くれますか． 

It takes time, 

these, and it hurts. 

Yeah. 

これ，時間がか

かって痛い！ 

うん． 

  55 5c   

Very good. 

And both hands 

must be held. 

とてもいいです

よ． 

両手をつながない

といけませんよ． 

    

8 0 5b     (生徒を誘導)     

  5 3   

All right? 

Is that good? 

Ready? 

Three, two, one… 

いいですか？ 

大丈夫ですか？ 

準備はいいです

か？ 

三，二，一，･･･ 

    

  10 1   

…without 

breaking the 

hands, you are 

going to try to 

come out in a nice 

big circle. 

･･･手を離さずに，

みんなで上手に大

きな円を作りまし

ょう． 

    



 

 

  15 5b   

Here we go. 

Ready? 

 

Yeah, are you 

gonna talk to each 

other  

せーの！ 

準備は？ 

 

そう，お互い話し

合って方法を探す

んですよ． 

(Pupils giggling 

and talking) 

(生徒のクスク

ス笑いと会話) 

  20 2   

 and find out? 

Take time. 

Oh, you drop your 

hands here.  

You sit down. 

時間を掛けて． 

ああ，ここは手を

離してしまいまし

たね． 

君は座って． 

    

  25 2   Wait, 待って， 
(Pupils giggling 

and talking) 

(生徒のクスク

ス笑いと会話) 

  30 2   

 wait, wait, and 

go! 

Stop, stop, stop! 

Drop hands. 

待って，待っ

て･･･，さあ，始

め！ 

ストップ，ストッ

プ，ストップ！ 

手を解いて！ 

    

  35 5a   

Right.  

That might 

need… 

はい． 

･･･が必要かもし

れませんね． 

    

  40 5d 11a 

And…  

 

Yes.  

Two groups, 

please! 

それでは･･･ 

 

そうですね． 

二つのグループに

なってください！ 

Two groups might 

be good. 

グループ二つ

のほうが良い

かもしれない． 

  45 2   
Two groups! Two 

groups! 

二つのグループ

に．二つのグルー

プに． 

    

  50   8b 

Right. 

 

Yes.  

そう． 

 

はい， 

Hey, come, John! 

Come on, girls! 

Come over here! 

ジョン，こっ

ち！ 

女子，早く，早

く！ 

こっちに来

て！ 



 

 

  55 2   

Very good. 

Shinei, can you 

lead this section 

for me? 

よくできました． 

シュネイ，このグ

ループのリーダー

をしてくれます

か． 

    

9 0 1   

Everybody get 

close, hold hands, 

and points for the 

group that 

finishes. 

みんな，近づいて，

手を握って．それ

から，出来たチー

ムには点をあげま

す． 

    

  5 2   

And…, 

Emmanuel, you 

lead this for me. 

それから，エマニ

ュエル，このグル

ープのリーダーを

してください． 

    

  10 5c   

Close in, yes, 

Nadir, that’s very 

good.    

Close in, close in. 

近づいて，そう，

ナディア，とても

いいですね． 

もっと，もっと近

づいて． 

    

  15 5c   

Very good. 

Hold hands, hold 

hands, hold 

hands. 

いいでしょう． 

手を握って，手を

握って，手を握っ

て． 

    

  20 2   

Very good. 

Wait, wait, wait. 

Both hands. 

Ok.  

No pulling, 

とてもいいです

よ． 

待って，待って，

待って． 

両手ですよ． 

OK． 

引っ張ったり， 

    

  25 3   

no pushing, no 

shoving. 

And both group 

ready?  

押したり，小突い

たりしない． 

両方とも，準備は

いいですか？ 

    

  30 1   
On the count of 

three.  

(先生が)三つ数え

てからですよ． 
    



 

 

I’m going to 

explain to you to 

unravel  

自分たちのペース

で解くようにお願

いしますよ． 

  35 2   

 in your own 

time. 

Listen. 

Ismail, can you…  

聞いてください． 

イズマイル，ちょ

っと･･･ 
    

  40 3   

No, we haven’t 

started yet. 

I said on the count 

of three.  

Ready? 

いいえ，まだ始ま

っていません． 

三つ数えてから，

と言ったでしょ

う． 

準備はいいです

か？ 

    

  45 3   

Hold. 

Ready? 

Boys there. 

手を握って． 

準備はいい？ 

男子はそっちに． 

    

  50 1   Three, two, one. 三，二，一     

  55 2   
And, 

slowly…begin! 

ゆっくりと･･･始

め！ 
    

10 0   8b   
（生徒の様子を見

まわる） 

(Noise of pupils’ 

unravelling hands) 

(生徒，輪を解

き始める) 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

  15 5c   

And good.  

Well done. 

Drop hands, 

いいですよ． 

よく出来ました． 

手を下ろして 

    

  20 2   
 drop hands. 

And,  
手を下ろして．     

  25 5c   

 ok, fine. 

Drop hands. 

Good. 

OK，いいです． 

手を下ろしてくだ

さい． 

よく出来ました． 

    

  30 5b 5c 
Drop hands. 

This group won. 

手を下ろして． 

こちらのグループ (Pupils cheer) 

(生徒の拍手と

歓声) 



 

 

Give them a loud 

applause. 

の勝ち． 

このチームに拍手

してください．  

  35 1   

This group was 

much better. 

All right. 

Um…Shh! 

こっちのグループ

の方が上手かった

ね． 

それでは， 

シー！ 

    

  40 2   

One last game to 

play. 

Can we stand in a 

circle, please? 

最後のゲームで

す． 

みんな，円になっ

てください． 

    

  45 1 7a 
A big circle. 

Name game. 

大きな円になっ

て． 

名前ゲーム． Ahh! あー！ 

  50 1   

Hesitation, out. 

Repetition, not 

the one where we 

say it three times,  

ちゅうちょはアウ

ト． 

繰り返しは，その

名前を三回呼んだ

場合ではなくて， 

    

  55 1   

 but the one 

where we say it 

once but it 

became too long. 

一回しか呼んでい

なくても，言うの

に時間がかかりす

ぎた時のことで

す． 

    

11 0 5a 11a 

And then you 

have to sit down. 

All right? 

 

Yes, I’m playing 

in. 

So, whom you can 

say. 

これをしてしまっ

た人は座ります． 

いいですか？ 

 

はい，先生も参加

します． 

だから先生の名前

も呼んでいいです

よ． 

Mr. White! Are you 

playing that one? 

先生，先生も参

加するの？ 



 

 

  5 5a 11a 

Drew, hands out 

of your pocket. 

 

Yes.  

You go to the 

position. 

Well done. 

ドリュー，ポケッ

トから手を出し

て． 

 

いいですよ． 

そして，その(名前

の人の)場所に行

きます． 

結構． 

Mr. White!  

Can we say 

anybody’s name? 

先生！ 

誰の名前を呼

んでもいいん

ですか． 

  10 5b 11a 

 

Yes, please? 

 

No, no hesitation.  

 

はい，何ですか． 

 

ちゅうしょはダメ

です． 

Mr. White!  

 

Can we stop and 

then can we start? 

先生！ 

 

ストップして，

それから言っ

てもいいです

か？ 

  15 2 7c 

No repetition. 

And, Tanashe, 

can you start, 

please? Go! 

Good bye! 

繰り返しもダメ． 

じゃあ，タナシェ，

君から始めてくだ

さい． 

始め！ 

 

グッド・バイ！ 

Aswan 

Um… 

アシュワン 

えーっと･･･ 

  20 5c 11a 

You may sit. 

Very good. 

Well played.  

座ってください． 

結構． 

よく出来ました． Mr., can I start? 

先生，僕が始め

てもいいです

か？ 

  25 2   

Yes, Tanashe, will 

continue because 

you just got 

Aswan out.  

Now, go! 

はい，タナシェ，

アシュワンがアウ

トになったので君

が続けてくださ

い． 

では，始め！ 

Billy 

Elisa 

ビリー 

エリサ 

  30 5c 7c 

Well done. よく出来ました． 

Um, E…mmanuel! 

Oh, good bye! 

えーっと，

エ･･･マニュエ

ル！ 

あー，グッド･



 

 

バイ！ 

  35 2 7c 

And… Tanashe, 

yes, it was. 

Continue.  

えっと…タナシ

ェ，そうでしたね． 

続けて． 

Laura 

Vaneeta 

John 

ローラ 

ヴァニータ 

ジョン 

  40 5c 7c 
Very good, 

Vaneeta. 

All right, come. 

よく出来ました，

ヴァニータ． 

じゃあ，（こちら

に）来て． 

Emmanuel 

Umm… 

エマニュエル 

うーん， 

  45 3   

Well done. 

Spot, spot the 

difference.(talking 

to children 

behind) 

 

No, it was you 

who got Vaneeta, 

wasn’t it? 

よく出来ました． 

君たち，違いを見

つけて．（座って

いる児童に対し

て） 

 

いいや，君がヴァ

ニータと言ったん

じゃなかったか

な？ 

? ? 

  50 3 7b 

Who’s got 

Vaneeta? 

 

Oh, right. 

All right, you 

start. 

誰がヴァニータと

言いましたか？ 

 

OK． 

それじゃあ，君か

らだね． 

I’ve got Vaneeta. 

僕がヴァニー

タと言いまし

た． 

  55 2 7c 

Ready?  

Play. 

準備はいいです

か？ 

始め． 

Alice 

Ismail 

Shinei 

アリス 

イズマイル 

シュネイ 

12 0 5c 7c 
Ah, come here. 

Sit down here. 

OK. 

Very good. 

あー，こっちに来

て． 

ここに座ってくだ

さい． 

OK． 

よく出来ました． 

Asmir 

Vaneeta 

Ah…Fani…Ahhhh! 

アジミール 

ヴァニータ 

えーっと，ファ

ミ･･･あー! 

  5 1 7c 

Asmir, your go. アジミール，君の

番です． 

? 

Joseph 

? 

ジョセフ 



 

 

John ジョン 

  10 6c 7c 

Too long! 

 

Yes? 

 

Too long. 

長すぎ(時間がか

かりすぎ)！ 

 

はい． 

 

長すぎ． 

Josh…umm… 

 

Mr.! 

 

? 

うーん，ジョシ

ュ・・・ 

 

先生！ 

 

? 

  15 6c   

Too long. 

Hesitation. 

Yes?  

Good. 

長すぎです． 

ためらいでした

ね． 

そうじゃありませ

んか? 

いいでしょう． 

 ? 

Michelle 

Ismail 

? 

ミシェル 

イズマイル 

  20 5c   

Ta-ta! 

Right, very good. 

Have you seen…?

（asking children 

behind） 

バイバイ！ 

はい，よく出来ま

した． 

君たち，見えたか

な？(後ろの児童

に向かって)  

Umm…(he leaves) うーん･･･（グ

ループから離

れて後ろに行

く） 

  25 2 11a 

Yes, play! はい，始めてくだ

さい． Can I play, Sir? 

Josh 

Asmir 

? 

先生，私が始め

てもいいです

か? 

ジョッシュ 

アジミール 

? 

  30   7c 

Good bye, 

Shaneeda. 

グッド・バイ，シ

ャニーダ． 

Joseph 

Michelle 

Shinei 

Carol 

Shaneeda 

Blahh! 

ジョセフ 

ミシェル 

シュネイ 

キャロル 

シャニーダ 

あー！ 

  35 3   

Right. 

Remember? 

(asking to pupils 

behind) 

いいですか． 

覚えていますか？

(後ろの児童に向

かって) 

    



 

 

  40 2   
Ready?  

Three, two, one… 

準備はいいです

か． 

三，二，一･･･ 

    

  45 2   

…Play! ･･･始め！ 

Mr. White! 

(Pupil giggle) 

ホワイト先

生！ 

(児童，クスク

ス笑い) 

  50 5c 7c 

That was very 

good.  

All right, well 

done. 

Play! 

とてもいい手でし

たね！ 

やあ，よく出来ま

した． 

始め！ 

Good bye! 

Asmir 

? 

グッド・バイ！ 

アジミール 

? 

  55   7c     

? 

Michelle 

Laura 

? 

Nigel … 

? 

ミシェル 

ローラ 

? 

ナイジェ

ル ･･･ 

13 0 2 7c 
Three, two, one, 

play! 

（ドラム） 三，

二，一，始め！ 

(Pupil giggle) 

 

Alice  

Umm… 

(児童，クスク

ス笑い) 

 

アリス 

うーん， 

  5 5c 7c 

Well done, well 

done. 

Three, two, one, 

play! 

いいよ，よく出来

ました． 

三，二，一，始め！ 

(Pupil giggle) 

Good bye! 

(児童，クスク

ス笑い) 

グッド･バイ！ 

  10   7c     

Joe 

Naseen 

Asmir 

Joseph 

Laura … 

ジョー 

ナシーン 

アジミール 

ジョセフ 

ローラ ･･･ 

  15 5c 11a 

Oh, well done. 

Two merits for the 

winner. 

はい，よく出来ま

した！ 

勝った人に 2 点． 

Can I start? 
始めてもいい

ですか． 



 

 

  20 2 7c 

Yes, please. 

Go! 

はい，どうぞ． 

始め！ 

Michelle 

Shinei 

Joseph 

Asmir 

Nigel 

Shinei 

ミシェル 

シュネイ 

ジョセフ 

アジミール 

ナイジェル 

シュネイ 

  25 5c   
Well done. 

Well played. 

よく出来ました． 

上手かったね． 

(The pupil laughs) (児童，笑いだ

す) 

  30 2 7c 

And…three, two, 

one, play! 

では･･･三，二，一，

始め！ 

Joseph 

Michelle 

Asmir 

Nigel  

Michelle 

Nigel 

ジョセフ 

ミシェル 

アジミール 

ナイジェル 

ミシェル 

ナイジェル 

  35 3 7a 

Oh, I though that 

was… 

Wasn’t that 

Michelle? 

 

Oh, didn’t he? 

Didn’t he?(asking 

to everybody) 

ええと，今のは･･･ 

ミシェルだったと

思ったけど． 

 

ええと，彼じゃな

かった？ 

(みんなに向かっ

て)彼じゃなかっ

たかな？ 

I never. 僕じゃない． 

  40 5c   

Oh, no, he didn’t. 

Oh, it was 

Rochelle.  

Sorry about that. 

そうか，彼じゃな

かったか． 

ロシェルだった

ね． 

ごめんね． 

Nigel ナイジェルだ

った． 

  45 2 7c 

Play! 始め！ Joseph 

Asmir 

Nigel 

Joseph 

Asmir 

Joseph 

Asmir 

Joseph 

ジョセフ 

アジミール 

ナイジェル 

ジョセフ 

アジミール 

ジョセフ 

アジミール 

ジョセフ 



 

 

  50 2 7c 

And three…All 

right. 三人･･･そこまで． 

Asmir 

Joseph 

アジミール 

ジョセフ 

  55 5c   

Give them a loud 

applause.  

(Sound of claps) 

Right. 

彼らに拍手しまし

ょう． 

(拍手) 

それでは， 

    

14 0 1   

Now, let’s go back 

a bit. 

And just to look 

ちょっと戻りまし

ょう．     

  5 4   

at which game 

really works 

today, and which 

one was a bit 

challenging. 

今日やったゲーム

の中で，どれがう

まく行って，どれ

が少し難しかった

ですか． 

    

  10 4 7a 

Well, let’s look at 

the challenging 

one first. 

Which one was 

challenging, 

Carol? 

The holding of the 

hands. 

じゃあ，まず難し

かったものから考

えましょう． 

どれが難しかった

と思いますか，キ

ャロル？ 

 

手をつなぐのです

ね． 

The hands 手の（ゲーム） 

  15 4 7b 

Why? 

Yes? 

Communication. 

なぜ？ 

はい，君． 

 

コミュニケーショ

ン． 

I don’t feel we were 

communicating 

well. 

上手くコミュ

ニケーション

できなかった

と思う． 

  20 4 7b 

And what could 

you do to make it 

easier, now, 

Tanashe?  

じゃあ，タナシェ，

どうすればもっと

簡単に出来るよう

になると思います

か？ 

We can work 

together. 

もっとみんな

で協力できる

と思う． 



 

 

  25 5c 7b 

Working together. 

Very good. 

 

Being Patient. 

そう，みんなで協

力することです． 

よく出来ました． 

 

そう，辛抱強くす

ることです． 

 

Be patient. 

 

辛抱強さ． 

  30 3   

Who squeezed 

anybody’s hand? 

Very good, 

誰かの手をぎゅっ

と握った人は？ 

結構， 

(Pupils raise hands 

and giggle) 

(該当の生徒，

手を上げる) 

  35 3   

 very good. 

Who had their 

hands squeezed? 

Yes. 

いいでしょう． 

手をぎゅっと握ら

れた人は？ 

そうですね， 

(Pupils raise hands 

and giggle) 

(該当の生徒，

手を上げる) 

  40 5c   

Very good, very 

good. 

But it’s being 

gentle, it’s being 

patient, 

結構，いいでしょ

う． 

でも，やさしく，

辛抱強くすること

です． 

    

  45 1   

 just like when 

you are playing or 

acting. 

それは，演技をし

ている時とちょう

ど同じです． 

    

  50 1   

You’re playing 

somebody’s part, 

you’re pretending 

to be somebody 

else. 

誰かの役を演じて

いる時，あるいは

誰かの振りをして

いる時は， 

    

  55 1   

You’ve got to be 

gentle, 

compassionate 

about the person 

you are 

pretending to be. 

And in that way, 

slowly, how that 

character thinks 

or feels will be a 

やさしく，その人

の気持ちになるこ

とが必要です． 

そうすれば，だん

だんと，その役柄

がどのように考え

感じるかが，あな

たの演技の一部と

なって，その役が

伝えようとしてい

    



 

 

part of how you 

communicate 

what the 

character is 

trying to say. 

ることを表現する

ことが出来るよう

になるでしょう． 

15 0 1   

you are 

pretending to be. 

And in that way, 

slowly, 

    

  5 1   

 how that 

character thinks 

or feels 

    

  10 1   

 will be a part of 

how you 

communicate 

what the 

character is 

trying to say. 

    

  15 3   

All right. 

So, what are we 

going to do again 

today…? 

Yes, Melissa. 

いいですか． 

では，今日またす

ることになってい

たのは何ですか． 

はい，メリッサ． 

    

  20 5d 7a 

News bulletin. 

And you are going 

to be working in 

groups - threes to 

six. 

そう，ニュース放

送です． 

三人から六人のグ

ループになって行

います． 

News bulletin. ニュース放送． 

  25 1   

So, some people 

can play two or 

three parts if they 

like.  

Say, who is going 

to do what part.  

一人で二役，三役

する人がいてもい

いですよ． 

つまり，誰が何の

役をするかです． 

    



 

 

  30 1   

Choose an 

interesting piece 

of news. 

But you are going 

to handing over  

興味深いニュース

を選んでくださ

い． 

さて，ニュースは

スタジオから 

    

  35 5d 7a 

from the studio to 

the…? 

Reporter. 

どこに中継します

か． 

レポーターです

ね． 

Reporter レポーター． 

  40 3 7a 

And the reporter 

is going to be 

talking to…? 

 

Victim or witness.  

Yes. 

そして，レポータ

ーは誰にインタビ

ューしますか． 

 

被害者や目撃者で

す． 

そう． 

The victim 

 

(A pupil says 

‘witness’ as Mr. 

White says). 

Yes. 

被害者． 

 

(ホワイト先生

と同時に児童

が｢目撃者｣と

言う) 

そう． 

  45 3 7a 

And after that, 

you’ll have the…?  

Weather report. 

そして，その後

は？ 

天気予報ですね． 

Weather!  天気！ 

  50 1   

The last thing; 

before…when you 

are watching the 

TV, 

あともう一つ．テ

レビを見ている

時， 
    

  55 3 7a 

 before you see 

that piece of 

news, what is it 

you hear? 

ニュースが始まる

前に，何が聞こえ

てきますか？ 

Theme music! テーマ音楽！ 

16 0 3 7b 

Theme music. 

And that theme 

music also comes 

when?  

テーマ音楽です

ね． 

そして，テーマ音

楽はまたいつかか

りますか？ 

(A pupil imitate a 

news music) 

(児童，ニュー

ス番組の音楽

の真似をする) 

  5 5d 7a When it finishes. 

Very good. 

そう，終る時です

ね． 

よく出来ました． 

… Finishes? ･･･終る時？ 



 

 

  10 2   

Now, you can use 

one of the pupils 

in your group to 

just do the theme 

music, you see. 

ですから，テーマ

音楽だけをする人

がいてもいいんで

すよ． 

    

  15 2   

Make up one, 

make it nice, I 

mean, even 

though that is 

something you are 

accustomed to. 

聞いたことがある

ようなものでもい

いですから，何か

いい音楽を作って

ください． 

    

  20 1   

Mix group, please. 

Three girls, two 

boys, or one boy, 

two girls. 

You work it 

through, but time 

for you  

男女混合のグルー

プにしてください

ね． 

女子三人に男子二

人とか，男子一人

に女子二人とか． 

    

  25 2   

now is to organise 

yourselves into 

groups and to 

begin to discuss 

and to plan the 

short scenario  

今からの時間で，

みんなで(後で)見

ることが出来るよ

うに，グループ分

けをして，話し合

いをして，短いシ

ナリオを作るとこ

ろまでしてくださ

い． 

    

  30 2   

so that we can 

have a look at it. 

All right? 

Ready?  

Off you go. 

(A sound of drum) 

いいですか？ 

準備はいいです

か？ 

では，始め． 

(ドラムの音) 

    

  35   8b   
(輪に入っていな

い生徒に声かけ) 

(Pupils start 

making groups) 

(児童がグルー

プに分かれる) 

  40   8b   同様   同様 



 

 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

17 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10 3   All right? 大丈夫ですか？     

  15 3   

Ready? 

Is this five here? 

 

Yes? 

準備は出来ました

か? 

ここは 5 人です

か？ 

 

そう？ 

Yeah. はい． 

  20   8b     
(pupils making 

groups) 

(児童がグルー

プに分かれる) 

  25 5c 8b 

Right. 

Well sorted. 

Very good, well 

done. 

Um, what about 

here? 

それでは， 

上手く(グループ

に)分かれました

ね． 

いいですね，よく

出来ました． 

えーっと，こちら

はどうですか？ 

    

  30 3 8b Are you all right? 大丈夫ですか？ 
(Pupils start 

working on a work) 

(児童が作業を

始める) 

  35   8b   （見まわる）   同様 

  40   8b   同様   同様 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

18 0 5c 8b 
Very good, over 

there. 

そちら，いいです

ね． 
  同様 

  5 2 8b 
This group, come 

around over here. 

このグループ，こ

っちに来て． 
  同様 

  10 2 8b 

Put chairs around 

and sit, and plan 

it thorugh. 

イスを並べて座っ

て，計画してくだ

さい． 

(Pupils working on 

a work) 

(児童が作業を

する) 



 

 

  15 2 8b 

Decide who’s 

gonna play what 

part 

誰がどの役をする

か決めてくださ

い． 

  同様 

  20 5c 8b Very good. いいですね．   同様 

  25 1 8b 

And remember, 

the main objective 

is to keep  

一番大切な目標

は，劇の間中その

役になりきる事だ

という事を忘れな

いでくださいね． 

  同様 

  30 1 8b 

in character for 

the entire length 

of the play.  

  同様 

  35 5c 8b Very good. いいですよ．   同様 

  40   8b   （輪に入っていな

い生徒に声かけ．

移動して話す．） 

  同様 

  45   8b     同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

19 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

  15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25 1 8b 

I’m going to give 

you ten minutes, 

which means you 

would have had 

time to work  

10 分あげますか

ら， 
  同様 

  30 1 8b 

it through two to 

three times to do 

rehearses. 

二回か三回は一通

りリハーサルをす

るんですよ． 

  同様 

  35   8b       同様 

  40   8b 
（Advises a group 

by the window） 

（窓際のグループ

にアドバイス） 
  同様 

  45   8b   
(見まわり，アドバ

イス) 
  同様 

  50   8b   同様   同様 



 

 

  55   8b   同様   同様 

20 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

            15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25   8b   同様   同様 

  30   8b   同様   同様 

  35   8b   同様   同様 

  40   8b   同様   同様 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

21 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

  15   8b   同様   同様 

  20 2 8b 

Nine minutes, 

please! 

Nine minutes. 

あと九分でしてく

ださい！九分で

す． 

  同様 

  25 5c 8b 

And then, we’ll 

have a look. 

Very good so far. 

Well done. 

その後，みんなで

見ますよ． 

今のところいいで

すよ． 

よく出来ました． 

  同様 

  30   8b   
(見まわり，アドバ

イス) 
  同様 

  35   8b   同様   同様 

  40   8b   同様   同様 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

22 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 



 

 

  15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25 5c 8b 

Eight minutes, 

please!  

Eight minutes. 

Very good, well 

done. 

あと八分ですよ！ 

八分． 

いいですね，よく

出来ました． 

  同様 

  30   8b 
（Advises a group 

by the window） 

（窓際のグループ

にアドバイス） 
  同様 

  35   8b   同様   同様 

  40   8b   同様   同様 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

23 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

  15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25   8b   同様   同様 

  30   8b   同様   同様 

  35   8b   （声かけ）   同様 

  40   8b   
(見まわり，アドバ

イス) 
  同様 

  45   8b   同様   同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   同様   同様 

24 0 2 8b 
Six minutes, 

please.  
あと六分です．   同様 

  5 2 8b 

Everybody, it’s six 

minutes.  

And counting. 

Very good. 

みんな，あと六分

ですよ． 

残り時間に注意し

て． 

結構． 

  同様 

  10   8b (Advises a group （手前のグループ   同様 



 

 

in the front) にアドバイス） 

  15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25   8b   同様   同様 

  30   8b   同様   同様 

  35   8b   同様   同様 

  40   8b   同様   同様 

  45   8b   同様   同様 

  50 1 8b 

And don’t forget 

that we could talk 

all the time about 

it,  

それから，いいで

すか，いくらでも

話し合いはできま

すが， 

  同様 

  55 1 8b 
but now you have 

five minutes. 

あと 5 分しかない

ですよ． 
  同様 

25 0 1 8b 

This is about 

where you begin 

to do it; once, 

twice, three times. 

そろそろ実際に，

一回，二回，三回

とやってみるころ

ですよ． 

  同様 

  5 1 8b 

So that you can 

get the feel of 

what you are 

doing. 

そして，自分たち

の作品がどんな感

じか感触をつかん

でみてください． 

  同様 

  10 1 8b 

All right? 

So, time to really 

give it a go. 

いいですか？ 

そろそろ実際にや

ってみる頃です

よ． 

  同様 

  15 2 8b 
Yes. To really give 

it a rehearsal. 

そう．さあ，実際

にリハーサルをし

てみてください． 

  同様 

  20 2 8b 
Give it some 

practice. 

何回か練習してく

ださい． 
  同様 

  25   8b       同様 

  30   8b       同様 

  35 2 8b 
Five minutes, 

please. 

あと 5 分でしてく

ださい． 
  同様 



 

 

Five minutes. 

And counting.  

あと 5 分． 

残り時間に注意し

て． 

  40 5c 8b Thank you. ありがとう．   同様 

  45   8b   
（その場で見まわ

す） 
  同様 

  50   8b   同様   同様 

  55   8b   

（動いて見まわ

る．にこやか．見

守る．） 

  同様 

26 0   8b   同様   同様 

  5   8b   同様   同様 

  10   8b   同様   同様 

  15   8b   同様   同様 

  20   8b   同様   同様 

  25   8b   同様   同様 

  30   8b   同様   同様 

  35   8b   同様   同様 

  40   8b   （時計を見る）   同様 

  45 1 8b 

We’ll begin with 

this group; group 

one.  

このグループから

始めますよ．君た

ちは第一グループ

です． 

  同様 

  50 1 8b 

And then, you; 

group two. 

And then, we’ll 

look at you; group 

three. 

それから，君たち，

第二グループ． 

そして，君たち，

第三グループ． 

  同様 

  55 1 8b 

So, one, two, 

three. (as pointing 

to each group) 

つまり，第一，第

二，第三です．（各

グループを指差し

ながら） 

  同様 

27 0   8b       同様 

  5   8b       同様 

  10   8b       同様 



 

 

  15   8b       同様 

  20   8b (Sound of buzzer) (ブザーの音)   同様 

  25 2 8b 
Four minutes, 

please.  
あと四分ですよ．   同様 

  30 5c 8b 

And, counting.  

Thank you.  

Four minutes.  

Well done.  

Very good.  

Lovely.  

残り時間に注意し

て． 

ありがとう． 

四分． 

よく出来ました． 

とてもいいです

ね． 

上手ですね． 

  同様 

  35 5c 8b 

Fantastic.  

That’s it.  

You made it 

together. (talks to 

the group by the 

window) 

素晴らしい． 

そうです． 

みんなで作りまし

たね．（窓際のグ

ループに対して） 

  同様 

  40   8b       同様 

  45   8b       同様 

  50   8b       同様 

  55   8b       同様 

28 0   8b       同様 

  5   8b       同様 

  10   8b       同様 

  15   8b       同様 

  20   8b   
（手前のグループ

にアドバイス）  
  同様 

  25   8b       同様 

  30   8b       同様 

  35   8b       同様 

  40   8b       同様 

  45   8b       同様 

  50   8b       同様 

  55   8b       同様 



 

 

29 0   8b       同様 

  5   8b       同様 

  10   8b       同様 

  15 1 8b 

(Sound of bell) 

Two minutes 

extra for that. 

(ベルの音) 

追加であと 2 分あ

げます． 

  同様 

  20 5c 8b Fine. Good.  
いいですね．いい

ですよ． 
  同様 

  25   8b       同様 

  30   8b       同様 

  35 2 8b 

Remember, break 

away from the 

discussion. 

Two minutes. 

いいですか，話し

合いを切り上げ

て． 

あと 2 分． 

  同様 

  40   8b   
（生徒の質問を聴

く） 
  同様 

  45   8b       同様 

  50 5c 8b 

Very good, very 

good, well done. 

(talking to a girl 

in the group at 

the back) 

いいですね，いい

ですね，よく出来

ました．（後ろの

グループの女子生

徒に対して） 

  同様 

  55   8b       同様 

30 0   8b       同様 

  5   8b       同様 

  10 1 8b 

Break away from 

the discussion 

and plan it now as 

far as possible. 

話し合いは切り上

げて，出来るだけ

計画を立ててくだ

さい． 

  同様 

  15 2 8b 

Do it, rehearse it, 

practice it. OK? 

やってみて，リハ

ーサルしてみて，

練習してみてくだ

さい． 

いいですか？ 

  同様 

  20 1 8b 
Give it a go. 

Build up your 

試してみてくださ

い． 
  同様 



 

 

confidence. 

Thank you. 

自信を築いてくだ

さい．ありがとう． 

  25 1 8b 
Only three 

minutes, now. 

あと 3 分しかあり

ません，さあ． 
  同様 

  30 1 8b 
Only three 

minutes. 
あと 3 分ですよ．   同様 

  35 1 8b 
Start with the 

music,  
音楽で始まって，   同様 

  40 1 8b 

then news 

presenter, over to 

the announcers,  

次にアナウンサ

ー，レポーターに

移って， 

  同様 

  45 1 8b 

back to the studio, 

weather, end with 

the music.  

スタジオに戻り，

天気，そして音楽

で終了ですよ． 

  同様 

  50 5c 8b Very good. 結構．   同様 

  55   8b       同様 

31 0   8b       同様 

  5   8b       同様 

  10   8b       同様 

  15 5c 8b 

Very good, well 

done. (to the 

group by window)  

いいですね，よく

出来ました．（窓

際のグループに対

して） 

  同様 

  20   8b   
 

    

  25   8b         

  30 1 8b 

Very good. 

(Sound of bell) 

Two minutes! 

And that will be 

all. 

Two minutes. 

とてもいいです

よ． 

(ベルの音) 

あと 2 分！ 

それで終わりです

よ． 

あと 2 分です． 

    

  35 5c 8b 
Winding down.  

Very good.  

まとめてくださ

い． 

いいですね． 

    

  40   8b         



 

 

  45 1 8b 
Enjoy but keep in 

role.  

楽しんで，でも役

になりきって． 
    

  50 2 8b Keep ? in focus.  
集中力をキープし

てください． 
    

  55   8b   （声かけ．）     

32 0   8b         

  5   8b         

  10 1 8b 

One minute, 

please.  

Thank you.  

あと 1 分ですよ． 

ありがとう． 
    

  15 1 8b 

One minute.  

And counting 

down.  

あと 1 分． 

さあ，カウント・

ダウンをします

よ． 

    

  20   8b         

  25   8b         

  30   8b   （思わず笑う．）     

  35   8b         

  40   8b         

  45   8b         

  50 1 8b 
We are counting 

down.Ten! 

カウント･ダウン

を始めます． 

十！ 

    

  55 2 8b 
Thirty seconds, 

please. 

あと 30 秒でして

ください． 
    

33 0   8b         

  5   8b         

  10   8b         

  15   8b         

  20 1 8b Ten, nine, 十，九，     

  25 1 8b eight, seven,  八，七，     

  30 1 8b six, five, 六，五，     

  35 1 8b four, three, 四，三，     

  40 1 8b two,  二，     



 

 

  45 1 8b 

 one. 

(Sound of bell) 

Stop working, 

please.  

一 

(ベルの音) 

はい，作業をやめ

てください． 

    

  50 2   

And just take the 

seat in your 

groups. 

そしてグループご

とに座ってくださ

い． 

    

  55 2   

Stop working, 

please.  

(Sound of bell) 

作業をやめてくだ

さい． 

(ベルの音) 

    

34 0 2   

And pull up a 

chair and take 

seat. 

Thank you.  

イスを持ってきて

座ってください． 

ありがとう． 

    

  5 5c   

Well done, here, 

Shinei. 

Thank you.  

Laura, very good,  

ここ，よく出来ま

したね，シュネイ． 

ありがとう． 

ローラ，よく出来

ました． 

    

  10 2   

Emmanual, if you 

could take a seat. 

Ismail, Bermuda, 

can you take a 

seat. 

エマニュエル，席

についてくださ

い． 

イズマイル，バミ

ューダ，席につい

てください． 

    

  15 3   

Can we start, 

please? 

Thank you.  

Come this side.  

OK. 

始められますか？ 

ありがとう． 

こっちに来て． 

OK． 

    

  20 2   
(Sound of bell) 

Now, listen.  

(ベルの音) 

さあ，聞いてくだ

さい． 

    

  25 3   

Good.  

Who’s talking, 

please?  

結構． 

話しているのは誰

ですか． 

    



 

 

  30 3   

Remember?  

When you are not 

in the drama, 

覚えていますか？ 

自分が演じていな

い時は， 

    

  35 3 7a 

you are a member 

of the? 

 

Audience.  

Very good.  

何の役割をすれば

いいですか？ 

 

そう，観客です． 

よく出来ました． 

Audience 観客 

  40 1   

And the audience 

has a 

responsibility to 

listen 

そして，観客は聞

き，見る責任があ

ります． 

    

  45 2   
and to look and 

not to talk.  

おしゃべりをして

はいけません． 
    

  50 1   

It is a respect for 

those who are 

performing.  

これは演じている

人に対して敬意を

払うことです． 

    

  55 1   

All right?  

So, within the 

time… 

Sit up Nadir, turn 

around, please, 

いいですか？ 

ですから･･･， 

ナディア，ちゃん

と座ってこっちを

見てください， 

    

35 0 1   

absolutely no 

talking. 

Anybody who 

talks is going to 

lose marks.  

おしゃべりは絶対

にいけません． 

おしゃべりをして

いる人は減点で

す． 

    

  5 1   

The whole group 

will not lose a 

mark; it’s only the 

individual who is 

going to talk.  

グループ全体の減

点ではなくて，お

しゃべりをした人

だけの減点になり

ます． 

    

  10 1   

So, this is a good 

practice.  

So, when you 

grow up,  

これは良い練習に

なりますね． 

つまり，君たちが

大人になって 

    



 

 

  15 1   

and you go to the 

theatre as 

responsible 

citizens, you will 

take your rightful 

place 

責任のある市民と

して劇場に行った

ときに， 

    

  20 1   

and you will be a 

part of that 

process. 

All right? 

We gonna watch 

group one. 

その場に相応しい

人間として参加す

ることが出来るよ

うになるでしょ

う． 

いいですか． 

これから第一グル

ープの発表を見ま

す． 

    

  25 2   

And, please, pay 

attention. 

Absolutely no 

talking. 

よく注意して見て

ください． 

おしゃべりは絶対

にダメですよ． 

    

  30 1   

Stand by on your 

positions, please. 

Five! 

では，位置につい

て． 

五！ 

    

  35 1   

Speak loudly and 

clearly. 

Four! 

Remember to 

keep the 

concentration  

大きな声ではっき

りと話してくださ

い． 

四！ 

集中力を保って， 

    

  40 1   

and to sustain the 

character from 

start to the finish. 

Three! 

始めから終わりま

で役になりきって

ください． 

三！ 

    

  45 1   
Two! 

One! 

二！ 

一！ 
    

  50   8b (Sound of bell) (ベルの音) 
(A pupil sings a 

theme music)  

(テーマ音楽を

歌う) 



 

 

  55   8b     

Hello. 

Reporting from the 

Channel 4 news. 

And now it’s two 

o’clock. 

こんにちは． 

チャンネル４

のニュースを

お伝えします． 

ただいまの時

刻は 2 時です． 

36 0   8b     

We are about to 

speak to you about 

a tragic accident at 

the Stockwell Park 

High School, 

月曜朝にスト

ックウェル・パ

ーク・ハイスク

ールで起きた

痛ましい事故

についてお伝

えします． 

  5   8b     

which occurred on 

a Monday 

morning. 

A child got caught 

in a fire drill as her 

blazer got caught 

in a stove. 

火災非難訓練

中に児童の一

人のブレザー

が調理台に引

っ掛かり，この

児童が事故に

巻き込まれま

した． 

  10   8b 

  

  

We are about to 

pass it on to Karis 

Mishet who is on 

live at Stockwell 

Park High School. 

ストックウェ

ル･パーク･ハ

イスクールか

ら，カリス･ミ

シェットが生

中継でお届け

します． 

  15   8b     

So, Karis, tell me 

what has 

happened? 

それでは，カリ

ス，状況を説明

してください． 

  20   8b     

Oh, good morning, 

Melissa. 

I’m here with one 

of the victims, 

Shinei Bedford. 

メリッサ，おは

ようございま

す． 

被害者の一人，

シュネイ・ベッ



 

 

And she is going to 

tell us exactly 

ドフォードさ

んがこちらに

います． 

これからシュ

ネイさんに，今

朝，実際に 

  25   8b     

 what happened to 

her this morning. 

So, Shinei, what 

did happen to you? 

何が起こった

のかをお聞き

します． 

それではシュ

ネイさん，何が

起こったので

すか． 

  30   8b     

Umm, I was in my 

class, ah, of food 

technology, 

ええと，私は家

庭科の授業で

教室にいまし

た． 

  35   8b     

and someone had 

caused a fire, and 

then, we all lined 

up to go, 

それで，誰かが

火を起こして，

みんな整列す

ることになっ

たんですが， 

  40   8b     

 but I had not 

noticed that my 

blazer was caught 

in the stove. 

Everyone had left. 

私は自分のブ

レザーが調理

台に引っかか

ってたのに気

づきませんで

した． 

みんな教室を

出ていました． 

  45   8b     

And then, I was 

scared, I was 

coughing, couldn’t 

breathe properly, 

umm…, nearly 

fainted. 

それで，私は怖

くて，咳をして

いて，上手く息

を吸うことが

出来ませんで

した．ええと，



 

 

気を失う寸前

でした． 

  50   8b     

And then the door 

burst open, I saw 

my friend, 

Nasheen, and he 

actually came in 

and helped me out. 

その時，ドアが

いきなり開い

て，友だちのナ

シーンが見え

ました．実際

に，彼は教室の

中に入ってき

て，私を救出し

てくれました． 

  55   8b     
Thank you very 

much.  

大変ありがと

うございまし

た． 

37 0   8b     

Michelle, now we 

are going to the 

hero of the story, 

Nasheen Thomas 

Giaconda. 

ミシェル，それ

では，この事件

のヒーロー，ナ

シーン･トーマ

ス・ジャコンダ

くんにインタ

ビューします． 

  5   8b     

So, tell us how you 

saved Shinei? 

Umm, it was 

terrible. 

どのようにシ

ュネイさんを

救出したので

すか． 

ええと，ひどい

状況でした． 

  10   8b     

I noticed that my 

friend, Shinei 

Bedford, was not 

next to me. 

As I noticed that, I 

ran back to the 

class room, 

友達のシュネ

イ・ベッドフォ

ードさんが隣

にいないこと

に気が付いた

んです．それ

で，教室に走っ



 

 

て戻りました．

そうしたら彼

女が咳をして

いるのが見え

ました． 

  15   8b     

 and I saw her 

coughing, almost 

fainting…umm, to 

her death on the 

floor. 

床で，失神寸前

で，ええと，死

にそうでした． 

  20   8b     

And I saw her, I 

dragged her, and I 

dragged her out of 

the class. 

彼女を見つけ

て，引っ張っ

て，教室から引

っ張り出した

んです． 

  25   8b     

And I told the 

teacher and he 

came and gave her 

CPR, mouth to 

mouth. 

それから先生

に伝えて，先生

が来て CPR(蘇

生救急)，つま

り人工呼吸を

しました． 

  30   8b     

Oh, thank you very 

much. 

Michelle, now shall 

go to the teacher of 

Shinei Bedford and 

Nasheen Thomas 

Giaconda,   

そうですか，あ

りがとうござ

いました． 

ミシェル，それ

ではシュネ

イ・ベッドフォ

ードさんとナ

シーン･トーマ

ス・ジャコンダ

くんの先生, 

  35   8b     

Joe Kelly. 

Yes, I am, even 

though, 

ジョー・ケリー

氏にお話を伺

います． 

ええ，実際，私

は 



 

 

  40   8b     

the teacher of, 

actually, Nasheen 

Thomas 

Giaconda…  

ナシーン･トー

マス・ジャコン

ダの教員です

が・・・ 

  45 2 8b 

Concentrate. 

Focus. 

Very good. 

集中． 

集中力． 

いいですよ． 

    

  50 2 8b 
And compose 

yourself. 

気持ちを落ち着か

せて． 
(Pupils giggle) 

（クスクス笑

い) 

  55 2 8b 

Relax. リラックスして． 
And, umm, the, the 

fire alarm actually 

went off. 

それで，えーっ

と，実際，火災

警報器がなっ

たのです． 

38 0   8b     I lined everybody.   
私は生徒を整

列させました． 

  5   8b     

OK, thank you 

very much, Joe. 

And back to you, 

Melissa Bancroft. 

そうですか，ジ

ョー先生，あり

がとうござい

ました． 

では，メリッ

サ・バンクロフ

ト，スタジオに

戻します． 

  10   8b     

OK.  

Reporting from 

BBC news.  

はい．このニュ

ースは BBC か

らお伝えして

おります． 

  15   8b     

Thank you for 

listening to this 

tragic accident 

which happened 

today, on a 

Monday morning. 

本日月曜日の

朝に起こった，

この痛ましい

事件について

お伝えしまし

た． 

  20   8b     
(giggle) 

Now… 

(クスクス笑い) 

それでは， 

  25 2 8b Focus, 集中，集中して．     



 

 

concentrate. 

  30   8b     
Now, reporting to 

the weather read. 

それでは，天気

予報に移りま

す． 

  35   8b     (giggle) (クスクス笑い) 

  40   8b     
Well, Good 

Morning, London. 

ロンドンの皆

さん，おはよう

ございます． 

  45   8b     

Well, down in 

London today, it’s 

very foggy this 

morning, but, 

during, as you go 

on to the rest of the 

day, 

本日のロンド

ンの天気は，朝

の中は霧が立

ち込めますが，

ご存知のよう

に，とても冷え

込んでおりま

す．ほぼ一日中

雪が降り，この

雪は今週一杯

続くでしょう． 

･･･以上です．

ありがとうご

ざいました． 

  50   8b     

 it shall be very 

sunny and you’ll 

have a great day. 

And up in 

Scotland,  

それ以降は快

晴になり，素晴

らしい一日と

なるでしょう． 

北部のスコッ

トランドでは， 

  55   8b     

it’s very cold, as 

you know, and it’s 

going to be 

snowing most of 

the day, and this 

snow should 

continue 

ご存知のよう

に，とても冷え

込んでおりま

す．ほぼ一日中

雪が降り，この

雪は 



 

 

39 0   8b     

throughout the 

week. 

…and thank you 

very much. 

今週一杯続く

でしょう． 

･･･以上です．

ありがとうご

ざいました． 

  5 3   

And the end 

music takes us 

out? 

それと，終了を告

げる音楽は？ 
    

  10   8b     

(A pupil sings a 

theme music) 

(Pupils clap) 

（生徒，テーマ

音楽を歌う) 

(拍手) 

  15 5c   

Right. 

OK. 

Well done! 

いいでしょう． 

OK です． 

よく出来ました． 

    

  20 2   

Very quickly, very 

quickly, 

Monique…  

 

Shh! 

手短に，手短に， 

モニーク･･･， 

 

シー！ 

(Pupil talking) (おしゃべり) 

  25 2   Monique,  モニーク，     

  30 4   

can you just tell 

us who in that 

group kept 

concentration 

from start to the 

finish? 

このグループの中

で，誰が初めから

終わりまで集中力

を保っていたか教

えてください？ 

    

  35 5d 7a Shinei. 
シュネイだった

ね． 
Umm, Shinei. 

えーっと，シュ

ネイ． 

  40 5d 7b 

 

He did, actually. 

 

Kind of. 

OK. 

 

彼も出来ていたか

な？ 

 

まあまあ，でした

ね． 

OK． 

Did Tanashe. 

 

Kind of. 

あと，タナシェ

も． 

 

まあ，まあ． 



 

 

  45 5a 7b 

OK. 

So, with more 

practice, we 

should be able… 

OK． 

でも，もっと練習

すれば，きっと出

来るように･･･ 

He started laugh.          

(A pupil talking) 

(彼は)笑い始め

たから．        

(児童おしゃべ

り) 

  50 2   Joel? ジョエル？     

  55 1   

Of course, in a 

newscast, people 

do have the 

giggles. 

But this is part of 

the rehearsal. 

もちろん，ニュー

ス番組でもクスク

ス笑いが起きるこ

とはあります． 

でも，今回はリハ

ーサルの一部で

す． 

    

40 0 1   

The more you do 

it, the more the 

giggles go. 

‘Cause it is 

infectious from 

the start. 

練習すればするほ

ど，クスクス笑い

はなくなります．

(クスクス笑いは)

初めから伝染しま

すからね． 

    

  5 1   

And what? 

So, you are year 

eight. 

そうすると，どう

でしょう？ 

君たちは今，8 年

生です． 

    

  10 1   

But if you can 

vision yourself in 

the year eleven, 

でも，11 年生にな

った時のことを想

像してみてくださ

い． 

    

  15 1   

 doing the drama 

exam, all that 

good work; 40%;  

どんなに一生懸命

してきたとして

も，演劇の試験の

最中に笑ってしま

ったら 40％， 

    

  20 1   

laugh, not you 

keeping your 

character;  

役になりきれなか

ったら10％になっ

てしまいます． 

    

  25 1   
 10%. We can’t do 

that. 

そんなことではい

けません． 
    



 

 

  30 4   

But with the more 

practice, we’ll get 

there. 

Now, what was 

funny? 

Yes! 

でも，もっと練習

すれば出来るよう

になります． 

さあ，何がそんな

におかしかったの

ですか． 

はい，君！ 

    

  35   7c     

Umm, his accent. 

No, he does it! 

Yeah, 

And he started 

laughing. 

No, it wasn’t ‘cause 

me accent…‘Cause 

at the start, I 

weren’t laughing, 

you see? 

えーと，彼のア

クセント． 

違うよ，彼だ

よ！ 

そうだ， 

で，彼が笑い始

めたんだ． 

違う，僕のアク

セントのせい

じゃない．だっ

て，僕は最初は

笑ってなかっ

たんだから． 

  40   7c     

But when I said, 

actually, Nasheen 

Thomas Giaconda 

started to laugh.  

Looked at me and 

laughed. 

And then, 

And then what? 

We… 

It’s just you 

laughed. 

でも，僕が言っ

た時，実際，ナ

シーン･トーマ

ス・ジャコンダ

が笑い始めた

んだ． 

僕を見て，笑っ

たんだ． 

それで， 

それで，なんだ

よ？ 

僕たちは･･･ 

君だけが笑っ

たんじゃない

か． 



 

 

  45 6b 7c 

All right. そこまで． You laughed at 

start.  

You made me 

laugh. 

君が先に笑っ

たんだよ． 

で，僕もつられ

て笑ったんだ． 

  50 2   

OK. Listen. 

But, as a whole 

group, a whole 

group should be 

working together. 

OK． 聞きなさ

い． 

でも，グループ全

体で，グループと

して協力しなけれ

ばいけません． 

    

  55 4   

Any comments 

from any of us 

who saw? 

Anything you 

observed? 

Anything that you 

want to say? 

見学した人で，他

にコメントがあり

ますか．何か気付

いたことは？ 

何か発言したいこ

とはありますか． 

    

41 0 5c 7b 

Yes? 

You liked the 

song. 

Very good. 

And quite a good 

song, it was, too. 

はい，君． 

音楽が良かった

ね． 

結構． 

本当に，なかなか

いい音楽でした

ね． 

I liked the song. 音楽が良かっ

た． 

  5 4 7b 

Anybody? Yes, 

Laura?  

他には？ はい，

ローラ． 
I liked the story, 

story line, yeah. 

お話，プロット

が良かったと

思う．うん． 

  10 3   

It was a good 

story. 

And can you 

imagine? 

Can you imagine, 

a child 

いいお話でした

ね． 

そして，想像でき

ますか？ 

児童が 

    

  15 1   
 almost died 

because of a fire, 

火事のために危う

く死にそうになっ

たのに， 

    



 

 

  20 1   

 and the teacher 

is laughing? 

It’s very 

important. 

先生が笑っていた

んですよ． 

とても大切なポイ

ントです． 

    

  25 5c 7c 

Just think. 

Well done, 

though. Give 

them another 

round of 

applause! 

考えてみてくださ

い． 

でも，よく出来ま

した． 

みんな，もう一度

拍手しましょう． 

(Pupil applause) (拍手) 

  30 3   

Right. 

Group two, 

please. 

Can we have a 

look? 

それでは， 

第二グループ，ど

うぞ． 

みんなに見せてく

れますか． 

    

  35 1   Five, four, 五，四，     

  40 1   

three, two… 

And you lot over 

there. 

三，二･･･ 

そちらのみんな， 
    

  45 3 7a 

Are you able to 

see? 

 

So, why can 

you…? 

Come closer 

quickly, 

見えますか？ 

 

じゃあ，なぜ･･･ 

早くこっちに来

て， 

Not really. あんまり． 

  50 2   

 as a member of 

the audience.  

Very good. 

Come here, 

Tanashe. 

Stand by! 

Two! 

観客になってくだ

さい． 

よろしい． 

タナシェ，こっち

にきて． 

スタンバイ！ 

二 

    

  55 1   Standing by. スタンバイ･･･     

42 0 1   
One, Focus, 

concentrate,  
一， 集中，集中，     



 

 

  5 2   

believe in what 

you are doing, and 

play! 

自分のしているこ

とを信じて，そし

て，始め！ 

    

  10   8b     

(A pupil sings a 

theme song) 

Good evening. 

This is Saturday 

evening news. 

(児童，テーマ

音楽を歌う) 

こんばんは． 

土曜夕方のニ

ュースです． 

  15   8b     

Breaking news.  

Umm, during the 

Queen Elizabeth’s 

wedding, 

ニュース速報

です． 

えー，エリザベ

ス女王の結婚

式の最中に 

  20   8b     

 an assassination 

has tried to take 

place. And the 

Queen was shot in 

her shoulder 

blades. 

暗殺が試みら

れました． 

そして，女王陛

下が肩甲骨に

銃弾を受けま

した． 

  25   8b     

Umm, now we go 

live outside of 

the ?. 

Well, thank you 

very much. 

えー，それで

は，?の外から

生中継を行い

ます． 

ありがとうご

ざいます． 

  30   8b     

OK. Umm, I’m 

inside the House of 

Parliament where 

the Queen was 

shot. 

はい， えー，

私は女王陛下

への発砲が行

われた国会議

事堂に来てい

ます． 

  35   8b     

The police says 

they have no 

victim, but they do 

have a witness. 

We are very sad 

警察は，犠牲者

はいないと発

表しています

が，目撃者がい

ます． 



 

 

that 本当に悲しく

思います 

  40   8b 

(A Pupil in the 

audience started 

to talk and Mr. 

White stopped 

him with ‘Shh!’) 

（観客の児童の一

人が話し始めたと

ころをホワイト先

生が「シー！」と

言って制止） 

… we were just 

here to see the 

wedding when the 

Queen was shot. 

･･･私たちは女

王の結婚式を

見に来ていた

のですが，その

最中に女王が

狙撃されまし

た･･･ 

  45   8b 

    Oh, such a tragic 

story. 

Do you have any 

comments? 

それは痛まし

い話ですね． 

何かコメント

はあります

か？ 

  50   8b     ? ? 

  55   8b     
Well, ha, ha! 

(Pupil giggle) 

そうですか，

は，は！ 

(児童クスクス

笑い) 

43 0   8b     

Thank you for that. 

And now, I’m over 

to Emanuel for the 

weather. 

ありがとうご

ざいました． 

それでは，次は

エマニュエル

の天気予報で

す． 

  5   8b       （準備） 

  10   8b     

Well, if you look up 

at the north of 

Scotland, you see, 

there is quite a lot 

of snow. 

And, if you go 

lower down  

スコットラン

ド北部を見ま

すと，かなりの

雪が降ってい

ます． 

次に， 



 

 

  15   8b     

into England and 

north of England, 

where are 

Manchester and 

Newcastle, you see, 

it’s quite cold 

there.  

イングランド

に下り，北部イ

ングランドの

マンチェスタ

ーおよびニュ

ーカッスルを

見ますと，かな

り寒くなって

います． 

  20   8b     

A huge snow 

showers. And if 

you go down into 

London, 

かなりの雪が

降るでしょう． 

ロンドンまで

下っても， 

  25   8b     

you see that it’s 

quite really 

freezing, around 

one degree. 

かなり寒くな

っており，気温

は0度程度でし

ょう． 

  30   8b     

But, because of the 

chill coming up 

from the lower 

down, you would 

feel a lot more 

colder. 

しかし，低地か

らの冷たい空

気の流れを受

けて，さらに寒

く感じること

でしょう． 

  35   8b     

And so, that was 

for the weather 

new.  

Thank you for 

listening to the 

evening news. 

(A pupil sings a 

theme song) 

以上，お天気ニ

ュースをお伝

えしました． 

夕方のニュー

スをご覧頂き

ありがとうご

ざいました． 

(児童，テーマ

音楽を歌う) 

  40   8b         

  45   7c     (Pupils clap) 
(生徒たちの拍

手) 



 

 

  50 4   

Right. Any 

observation? 

Was there a 

concentration a 

little bit much 

more there, than 

the group one? 

よろしい． 何か

気付いたことは？ 

第一グループより

やや少し集中力が

ありましたか？ 

    

  55 3 7a 

Yes?  Yes? 

Would you give 

them more marks 

than the group 

one? 

そうですか？ そ

うですね． 

では，第一グルー

プよりも高い点数

をあげますか？ 

Yeah. うん． 

44 0 3 7a 

 

Yes? 

 

Yes? 

Think about it. 

Think, think, 

think. 

 

あげますか？ 

 

あげますか？ 

 

この点を考えてみ

てください． 

考えて，考えて，

考えて． 

No. 

 

No. 

 

We said ‘No’. 

ううん． 

 

ううん． 

 

あげない． 

  5 5d   

Well done. 

One difference… 

I come to you in a 

minute, Joel, 

いいでしょう． 

一つ違った点

は･･･ 

ジョエル， 

    

  10 6a   

 because you 

were talking as a 

member of the 

audience. 

We weren’t 

talking when you 

were performing,  

君には後で聞きま

す．君は観客とし

ておしゃべりをし

ていましたね． 

君が演技をしてい

た時にみんなはお

しゃべりしていな

かったのに， 

    

  15 6a   

but you chose to 

talk.  

I had to talk to 

君はおしゃべりす

ることを選びまし

た． 

    



 

 

you several times 

about this,  

君のおしゃべりに

ついては何度も注

意してきました

ね． 

  20 6a   

and I’m not gonna 

talk to you again 

because you are a 

big boy now, you 

are growing up. 

君は成長して大人

になってきている

のだから，先生は

もう注意すること

はしません． 

    

  25 1   
You listen, look, 

and you wait. 

聞いて，見て，そ

して待たなければ

いけません． 

    

  30 4   

Please. 

I’ll come to you in 

a minute. 

What was the 

difference 

between the fist 

news cast and the 

second one? 

お願いしますよ． 

君，後で聞きます

ね． 

最初のニュースと

二番目のニュース

では何が違いまし

たか． 

    

  35   7b Yes? はい，君． 

Umm, the first one 

was more 

organised, 

ええと，一番目

はもっと上手

く構成されて

いました． 

  40   7b     

although they 

laughed, but they 

were organised. 

And the second one 

was not organised. 

笑ったけど，上

手くまとまっ

ていました． 

二番目はまと

まりがありま

せんでした． 

  45 5c 7b 

OK. Good. Yes? 

 

The song was 

different. 

Very good. 

OK． いいでしょ

う． はい，君． 

 

音楽が違いました

ね． 

良い点です． 

The song was 

different. 

音楽が違った． 



 

 

  50 3 7a 

In the first one, 

there was only 

one…? 

最初のには，誰が

一人しかいません

でしたか． 

Witness! 

Reporter… 

目撃者！ 

レポーター・・・ 

  55 3 7a 

Reporter? 

A presenter. 

 

And, in this one, 

there were…? 

レポーターです

か？ 

アナウンサーで

す． 

 

そして，今のには? 

Ah, yeah! 

Two. 

 

あ，そう！ 

二人！ 

45 0 5d   

Two. Yes. 

Quite, visually, 

they were 

different and 

interesting to look 

at. 

二人． そうです

ね． 

実際，視覚的に違

って，それが見て

いて興味深かった

ですね． 

    

  5 4 7b 

What did you 

think about the 

weather report 

from Emanuel? 

エマニュエルの天

気予報は，どう思

いましたか? 

Properly 

organised, very 

organised. 

とても上手に

構成されてい

ました． 

  10 5d 7b 

Properly 

organised. 

Very good. 

 

They’ve got a 

scarf and they 

used it as a prop. 

Yes, sure. 

上手く構成されて

いたね． 

よく出来ました． 

 

スカーフを小道具

として使っていま

したね． 全く，そ

の通り． 

They’ve got a scarf.  スカーフが使

われていまし

た． 

  15 5c   

Well done. 

Very good. 

And lovely song, 

too. 

Now, did you have 

another 

observation? 

よく出来ました． 

とてもいいです

よ． 

音楽も良かったで

すね． 

さて，君は他に気

付いたことがあっ

た？ 

    

  20 4 7b Tell us about it? みんなに聞かせて They said that, ええと，何を言



 

 

ください． umm… っていたかと

いうと･･･ 

  25   12       (つまる) 

  30 5a   

OK. 

We’ll come back to 

you. 

OK． 

後で聞きますね． 
    

  35   11a 

All right. じゃあ， 

I know. They said 

that they said that 

there were no 

witness but they 

had one. 

Look, look! 

私，分かった！

「警察は目撃

者がいないと

言っています」

と言っていた

けど，でも一人

いました． 

ねえ，ねえ！ 

  40 2 7b 

Go on. (君が)続けて． 
They said that 

there was no 

victim but a 

witness.  

That’s what they 

said, But there was 

a victim… 

「犠牲者はい

ないけれど，目

撃者がいる」と

言ったんだ． 

彼らはそうい

ったけど，でも

犠牲者はいま

した． 

  45   7c     

Yeah. 

Now the victim is 

the person that…  

(Pupil discuss) 

そうだ． 

犠牲者ってい

うのは･･･の人

なんだよ． 

(生徒たちの議

論) 

  50   7c     (Pupil discuss) 
(生徒たちの議

論) 

  55 1 7c 

The clarity, the 

clarity. 

 

Shh! 

明白さ，明白さで

すね． 

 

シー! 

(Pupil discuss) 
(生徒たちの議

論) 

46 0 1   
Now, if, if there 

was a wrong piece 

さあ，もし間違っ

たニュースを流し
    



 

 

of news item, たとしたら， 

  5 1   

 there are lots of 

people involved in 

that, there has to 

be a national 

apology. 

たくさんの人が関

わっていますか

ら，全国的な謝罪

をしなければなり

ません． 

    

  10 1   

So, this is very, 

very important. 

Some point in 

future, 

つまり，これはと

てもとても深刻な

問題です． 

いつか， 

    

  15 1   

 I’d like to take 

you to the 

television 

station… 

, if you don’t talk 

during the show, 

Joel,  

みんなをテレビ・

スタジオに連れて

行こうと思ってい

ますが･･･， 

ジョエル，もし番

組中におしゃべり

をしないのなら，

ですよ， 

    

  20 1   

, so that you can 

see what goes on 

and the 

seriousness of 

bringing the news 

every day, every 

night, 

その時に，何が行

われているのか，

毎日毎晩ニュース

を伝えるというこ

との真剣さ， 

    

  25 1   

 and the 

importance of 

being accurate. 

All right? 

そして正確である

ことの重要性など

を見ることが出来

るでしょう． 

いいですか． 

    

  30 5c   

But, well done. 

Give them 

another round of 

applause. 

(clap) 

And now,  

でも，よく出来ま

した． 

みんな，もう一度

拍手をしましょ

う． 

(拍手) 

    



 

 

それでは， 

  35 2   

we are gonna look 

at the last group 

there. 

If you could come 

to the side here, 

please? Back 

over here, Karis 

and company. 

最後のグループを

見てみましょう． 

君たち，こっちの

隅に来てくださ

い． 

カリスのグルー

プ，こっちに戻っ

てください． 

    

  40 1   

Stand by. 

Five, 

Very good, Norah. 

スタンバイ． 

五， 

ノーラ，いいです

よ． 

    

  45 1   
Four, three,  

Two. 

四，三， 

二， 
    

  50 1   
Standing by. 

One  

スタンバイ， 

一 
    

  55 2   

And in your 

positions, please. 

Begin. 

位置についてくだ

さい． 

始め． 

    

47 0   8b     
(A pupil sings a 

theme song) 

(生徒，テーマ

音楽を歌う) 

  5   8b     

Good Morning. 

I’m Feisal Ahmed 

I’m Mohamed Ali 

We are reporting 

live news. 

おはようござ

います． 

ファイサル･ア

ハメドです． 

モハメド・アリ

です． 

生放送でニュ

ースをお届け

しています． 

  10   8b     
There has been a 

tragic incident in 

ロンドンのス

トックウェル



 

 

London, at 

Stockwell. 

で悲惨な事件

がありました． 

  15   8b     

A boy has been 

shot to death five 

times. Now we 

are going to 

Geraldine ? 

少年が5回銃で

撃たれ，死亡し

ました． それ

ではジャラル

ディン・？に中

継します． 

  20   8b     Hello, Mr. Bob ? 
ボブ・？さん，

こんにちは． 

  25   8b     

How do you feel 

seeing your boy 

being dead shot. 

息子さんが銃

で撃たれて死

亡するところ

を目撃したと

いうことです

が，今のお気持

ちは？ 

  30   8b     

I felt really, really 

sad.   

My own boy was 

shot by some 

horrible, horrible 

person. 

とても，とても

悲しく感じま

した． 

私の息子はひ

どい，ひどい人

間に銃で撃た

れました． 

  35   8b     
Your boy ? 

No. 

息子さんは？ 

いいえ． 

  40   8b     
Did you go to ? 

Yeah. 

？には行きま

したか？ 

ええ． 

  45   8b     

How old was the 

boy?  

Only eight. 

息子さんは何

歳でしたか． 

たったの8歳で

す． 

  50   8b     
?  

? 

? 

? 



 

 

  55   8b     

Oh, no. There are 

horrible people in 

this world. 

いいえ． この

世界にはひど

い人間がいま

す． 

48 0   8b     

Did he have a 

criminal record? 

No. 

息子さんを撃

った男は犯罪

歴がありまし

たか． 

いいえ． 

  5   8b     

Does anyone hate 

you? 

No. 

あなたは誰か

に恨まれてい

るということ

はありません

か． 

いいえ． 

  10 5b 8b 
Focus. 

What did he say? 

集中して． 

彼はなんと言いま

したか？ 

We go back to you, 

Feisal Ahmed and 

Mohamed Ali. 

それでは，ファ

イサル･アハメ

ドとモハメ

ド・アリに戻し

ます． 

  15   8b     

Thank you, ?. 

Now, for the 

weather.  

?，ありがとう

ございました． 

では，お天気で

す． 

  20   8b     

I’m ? ? and 

reporting the 

weather. 

？・？です．お

天気をお伝え

します． 

  25   8b     

As you see, north 

in Scotland, there 

is a lot of snow,  

ご覧の通り，北

部のスコット

ランドでは， 

  30   8b     

especially in the 

hills and 

mountains. 

And further down 

in England, around 

Birmingham, 

特に丘陵地や

山間部で雪が

多いでしょう． 

下ってイング

ランドのバー

ミンガム周辺



 

 

では 

  35   8b     

 lots of rain. 

Once we go to the 

south-east in 

Wales, there are 

lots of sunny 

spells. 

And that’s the 

weather today. 

雨が多いでし

ょう． 

南東のウェー

ルズに行きま

すと，本日は 

  40   8b     

there are lots of 

sunny spells. 

And that’s the 

weather today. 

広範囲で晴れ

渡るでしょう． 

以上，本日の天

気予報でした． 

  45   8b     
(Sings a theme 

song) 

(生徒，テーマ

音楽を歌う) 

  50 5c   
Very good. 

Loud applause. 

よく出来ました． 

大きな拍手． 
    

  55 2   

Right. 

Can you all come 

back to the desks, 

please?  

結構． 

みんな机に戻って

ください． 

    

49 0 1   

And we are going 

to evaluate, we 

are going to 

assess what 

you’ve done. 

これから今日やっ

たことの評価（反

省）を行います． 

    

  5   7a     
(Pupils moves to 

the desk) 

(生徒，机に移

動) 

  10   7a       同様 

  15   7a       同様 

  20   7a       同様 

  25 2 7a 
OK. Everybody 

back at their 

OK．みんな席に戻

ってください． 
  同様 



 

 

seats, please. 

Thank you. 

ありがとう． 

  30 5b 7a Come on. さあ．   同様 

  35 5c 7a Right. 結構．   同様 

 

■英国の授業映像を見て，日本の授業との違いと教師の授業デザインについて話し合いな

さい． 

  
 



 

 

 

図２０ カテゴリー・システム 

 

■コミュニケーション分析におけるカテゴリー項目の設定について，過去の研究経過を調

べなさい． 

カテゴリー・システム

５a アイデア
５b 行動
５c 感情
５ｄ 視聴
６a アイデア
６b 行動
６c 感情

７a 予測可能
７b 予測不能
７c 対　児童
７ｄ 感情
８a 個人
８b グループ
９a 対　教師
９b 対　児童
１０a 対　教師
１０b 対　児童
１１a 対　個
１１b 対　全体

自発
児童の始め

た会話 　１１　発言

応答

児
童
の
反
応

その他
　Z　無関係

対　教師

　９　視聴

　１０　拒否

　８　活動

　７　反応

　１２　沈黙

応答

　１　提示
　２　指示
　３　せまい質問
　４　広い質問

自発
教
師
の

始
め
た

会
話

教
師
の
反
応

　５　受容

　６　拒否



 

 

（４）授業分析 

 撮影した授業の多視点映像から，コミュニケーション分析を行った．図２０であらかじ

め設定したカテゴリー・システムに基づき，教師と生徒の発言・活動を分類し，相互関係

をマトリックスで示すことにより，授業における教師と生徒のコミュニケーションの特徴

を導いた． 

図

図２１ 分析結果（マトリックス表） 

データの個数 / 先

先の発言 1 2 3 4 5a 5b 5c 5d 6a 6b 6c 7a 7b 7c 8a 8b 9a 9b 10a 10b 11a 11b 12 Z 総計

1 57 21 5 3 1 8 3 2 4 1 105

2 13 23 8 2 1 1 13 1 1 13 12 1 89

3 6 2 8 1 5 12 2 3 39

4 1 1 2 7 1 12

5a 1 1 3 5

5b 1 2 1 1 1 2 1 9

5c 11 19 3 2 2 8 1 4 9 3 62

5d 1 2 1 1 1 1 2 9

6a 1 2 3

6b 1 1

6c 1 1 1 3

7a 3 2 3 1 1 6 3 1 20

7b 1 3 1 1 1 3 2 3 1 1 17

7c 2 2 3 1 12 1 1 21 43

8a 0

8b 9 8 2 1 8 1 229 258

9a 0

9b 0

10a 0

10b 0

11a 4 1 1 1 1 8

11b 0

12 1 1

Z 0

総計 104 89 39 12 5 9 63 9 3 1 3 20 17 43 0 258 0 0 0 0 8 0 1 0 684

データの個数 / 先

先の発言 1 2 3 4 5a 5b 5c 5d 6a 6b 6c 7a 7b 7c 8a 8b 9a 9b 10a 10b 11a 11b 12 Z 総計

1 105

2 89

3 39

4 12

5a 5

5b 9

5c 62

5d 9

6a 3

6b 1

6c 3

7a 20

7b 17

7c 43

8a 0

8b 258

9a 0

9b 0

10a 0

10b 0

11a 8

11b 0

12 1

Z 0

総計 104 89 39 12 5 9 63 9 3 1 3 20 17 43 0 258 0 0 0 0 8 0 1 0 684
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図２２ 各領域の説明 

 

領域の特徴から，授業の特徴を考察すると， 

・Ｎの領域では，児童・生徒の活動が，229 ポイントと非常に多いことが分かる．このこと

から，本授業の多くが生徒の自主的な活動であったと分かる． 

・Ｄの領域は，これらのＮの活動が教師の指示によって主体的に行われていることが分か

る． 

・Ｃの領域で，児童・生徒も，自主的な発言をしていることが読み取れる． 

 

つまり，総合的に今回の授業の特徴をみると，教師の指示により児童・生徒が積極的に

発言し，自主的に活動している授業であることが分かる．実際，本授業は，教師の指示に

より，自主的に活動している授業であったことからも，これらの分析結果には頷ける． 

 

 

領域の説明

A
情報や意見の提示、指示、質問など教師のはじめの発言。教師が長い間はなし続けている
ことが特徴。教師と生徒間の相互作用を示す領域ではない。

B
教師のはじめの発言に受容か拒否に入る。教師の応答としての発言が続いていることを意
味している。

C 教師のはじめの会話に続く生徒の会話すべての会話が含まれる。

D 教師の応答としての発言に続いて、教師のはじめの発言がなされている。

E
教師の受容行動の継続を示す。アイディア、行動、感情の広範な受容と、これらの言語的な
パターンのいずれかから他のパターンへの移行も含まれる。

F 教師の受容行動に続いて、教師の拒否行動が生じている。

G 教師の受容的発言に続く生徒の発言を示す。

H 教師の拒否行動に続いて、教師の受容行動が生じている。

I
教師の側の広範囲にわたる拒否行動が含まれる。アイディア、行動、感情の拒否と、これら
の行動のいずれかから他のパターンへの移行も含まれる。

J 教師の拒否的な発言に続く生徒の発言すべてが含まれる。

K 生徒の応答行動に続いて、教師のはじめの行動を指す。

L 生徒の応答に、教師の受容が続いている。

M 生徒の応答を教師が拒否している。

N 教師、あるいは他の生徒に対する生徒の広範な応答、または活動を示す。

O 生徒の応答発言に生徒のはじめの発言が続いている。

P 生徒のはじめの行動に教師のはじめの行動が続いている。

Q 生徒のはじめの会話に続いて、教師の受容がなされる。

R 生徒のはじめの会話に対する教師の拒否を示す。

S 生徒のはじめの発言に続いて、生徒の応答としての発言がなされている。

T 教師あるいは他の生徒に向けての生徒のはじめの発言が含まれる。

U 沈黙か混乱を表す領域。



 

 

■コミュニケーション分析 

コミュニケーション分析から，どのようなことがわかりましたか． 

マトリックス表から英国の授業の特徴を４つ記述しなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■この他の授業分析を行って，英国における授業の特徴を検討しなさい．また，英国の教

育の現状を考察して，このような授業（ドラマ）が開発されたか，その背景を議論しなさ

い． 

 

  

（１） 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

（４） 



 

 

第３章 今後の課題 
授業を多視点でデジタル・アーカイブし，長期保存を考えた授業アーカイブにおける関

連教育資料の構成について報告した．授業アーカイブとは，単に，授業のビデオを撮影記

録することではなく，これらの関連教育資料を総合的に収集・管理・保管することである．

そして，教員を目指す学生を対象とし，授業アーカイブされた多視点映像による授業分析

の実践から授業研究のための教材を開発研究してきた．このことにより，学生の授業分析

の教材として，国内外の授業をアーカイブし，授業アーカイブとして長期保管することに

より，様々な授業を後世にも伝えていくことが可能となる．ここでは，日本と英国の授業

を多視点同時撮影することにより多視点映像として教材化し，定量分析することにより，

実践的な教員養成での活用効果について報告した． 

本研究における成果として，以下の３点を挙げる． 

第一に，授業撮影において実践したことを通して，授業アーカイブには５つの視点によ

る多視点同時撮影が必要であり，授業分析に有効に活用できることが分かった．本研究で

は，４方向からのカメラと教師を追うカメラを設置して，計５台のカメラによる多視点映

像記録を行った．授業は，教授者と学習者によって成り立つ．そのため，授業分析を行う

際，教師と児童全体のどちらも網羅的に記録することが必要である．そのために，この５

つの視点が最低限必要になると考える．撮影方法では，主に児童の様子を記録する４台は，

子どもの目線に近い高さで設定し，中心からの距離と画角の大きさを同じにして撮影する

ことが重要である．今後はさらに必要な授業映像記録の視点を考え，撮影の方法とそれら

の多視点映像記録を活用した授業分析を研究していきたいと考える． 

第二に，授業アーカイブにおいて関連教育資料は，P（計画），D（実施），C（評価），A

（改善）の４つの領域に体系的に構成することが効果的であると分かった．授業づくりに

は，常に向上心をもち，反省と実践を繰り返して授業改善する姿勢が必要である．授業は，

日々省察を繰り返して改善を図っていく活動であるため，関連教育資料は，改善システム

である PDCA サイクルによって構成することで，授業研究により役立てることができる．

そして，関連教育資料をこのように総合的に構成し保存しておくことで，現在行われてい

る授業，授業研究を後世にも有効に伝えていくことができる．今後は特に，C（評価）段階

で授業分析した結果を，A（改善）段階の内容として，いかに反映させるか，という点につ

いて検討していくことが課題である．  

第三に，外国の授業をアーカイブする場合は特に，教育制度や教育の動向などの情報を

収集・整理しておくことが重要な意味を持つということを深く認識できた．社会情勢を踏

まえ，日本の教育と共通する点，異なる点を把握しておかなければ，本当に外国の教育か

ら学ぶことはできない．諸外国の授業を見学し単にその国の教育を学ぶだけでなく，その

ような視点をもって授業アーカイブに臨むことで，諸外国だけでなく日本の教育の特徴や



 

 

良さをも再確認できる． 

英国での授業撮影，授業分析を通して，我が国の授業の特質や諸外国の授業との差異を

分析した．このような分析をすることで，授業を見る視野を広げることができるため，教

員としての実践的な力量を付けるためには，諸外国の教育から学ぶことは必要なことであ

る． 

授業分析は教員に必要な実践的指導力を身に付けるために，有効な手法であると実感的

に学びとることができる．実践的指導力を身に付けていくことは，教員として重要な課題

である．授業を繰り返し行っていくことで教師としての力量は高められていく．その日々

の授業実践を省察し，「経験知」の蓄積から「暗黙知」としての授業力，実践的指導力を向

上させていくため，授業分析を行うことは重要である．したがって，授業分析の手法を習

得しておくことが必要になる．授業分析を行うことで，分析結果と授業との間の関係性を

見る訓練にもなり，授業中の些細な言動による効果や児童の小さな変化まで注目できるよ

うになる． 

授業分析の手法には様々なものがある．客観的な資料に基づき，複数の手法を用いて授

業研究を行っていくことにより，一つの授業分析だけでは見えない事象を補い合うことが

でき，より深い授業研究を行うことができると考えられる．今後，教員養成の段階で授業

分析を学ぶ機会が設けられなければならない．授業研究が教師の暗黙知の獲得を促進し，

力量向上につながるという認識が広まれば，授業研究に主体的に取り組む教師が多くなる． 

最後に，本研究は文部科学省の科学研究費補助金基礎研究（B）（課題研究番号 20300278）

を受けて進めていることを，感謝をもってここに付記する． 
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